
１ 開催に当たっての問題意識

「デジタル革命」（又は「IT（情報技術）革命」）

と呼ばれるように、情報通信技術の飛躍的な進展

等を背景としたインターネットやモバイル通信の

急速な普及に伴い、我々の生活する社会は大きく

変貌しつつある。特にインターネットの普及は、

個人を単なる情報の受け手の立場から発信者の立

場に転換し、個人がそれぞれの属する組織や地域

を超えて直接世界中の人々とコミュニケーション

を図ることを可能とした。

この「デジタル革命」の影響は経済、文化、社

会全般にわたるものであり、これまでも様々な視

点から研究や議論がなされてきたところである。

特に米国がIT革命により経済の再生を成し遂げ

たと言われていることもあり、情報技術による企

業経営の効率化、電子商取引等のネットビジネス

の在り方等ビジネスの視点からの議論は活発に行

われてきたが、生活者としての視点から、メディ

アの変容にどう立ち向かっていくかという議論は

少ないように思われる。

家庭、教養、趣味、娯楽、社会活動その他様々

な生活の局面にもデジタル革命は大きな影響を与

えるものと予想される。また、情報通信の活用に

より、在宅勤務、在宅学習、在宅医療等、従来は

職場、学校、病院といった、生活の場とは異なる

場所において行われていた活動を自宅において行

うことが可能となるが、このことが我々のライフ
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スタイルに与える影響も少なくないと思われる。

西暦２０００年（ミレニアム）を迎え、デジタル革

命がまさに本格化する時期に当たり、生活者たる

我々が、変化するメディアを媒介にして、新しい

時代・新しい生活の局面にどう対応していくのか、

新たな「デジタル・ミレニアム時代」における生

活者の意識構造はどのようなものであるのかを検

討することは大きな意義を有すると思われる。

郵政研究所では、国民生活をはじめとするユー

ザーサイドからのアプローチを重視した研究を

行っているところであるが、生活者の側からデジ

タル革命を捉え今後の対応を探るという問題意識

により、今回の会議を開催することとしたもので

ある。

国際コンファランスとしての性格上、デジタル

革命の先進地である米国と日本の比較を踏まえた

議論を行うことも考慮した。

会議においては、東京大学大学院の月尾嘉男教

授及び米国の科学ジャーナリストのハワード・ラ

インゴールド氏をお招きし、日本及び米国のデジ

タル革命の進展状況を踏まえた生活者としての対

応の在り方について基調講演をいただいた。また、

「激動するメディア変容にどうかかわるか」を

テーマとしたパネルディスカッションにおいて、

メディア変容について高い見識を有する研究者及

び実務家の方々（基調講演を行ったハワード・ラ

インゴールド氏を含む）にご参加いただき、生活

者が西暦２０１０年頃にどのような環境の中でどのよ

うな情報行動を取っているかという観点から、日

米の比較も含め、発表及び議論をいただくことと

したものである。

なお、当日のスケジュール及び参加者の氏名・

略歴については、添付の資料を参照されたい。

２ 基調講演の概要

基調講演は、「サイバーメディア新思考経済」

などの著書を執筆され、メディア政策について研

究されている東京大学大学院教授の月尾嘉男氏及

びネットワーク上のコミュニティの誕生を宣言し

た本として有名な「バーチャル・コミュニティ」

の著者である米国の科学ジャーナリストのハワー

ド・ラインゴールド氏により行われた。

�１ デジタル革命による社会構造改革（東京大学

大学院教授 月尾嘉男）

月尾氏は、デジタル革命の技術特性として、情

報処理と情報通信の統合、一方向性と双方向性の

統合及び情報形態と伝達手段の統合を挙げられた。

従来は「メディアはメッセージである」というマ

クルーハンの言葉に見られるように、各メディア

にはそれにふさわしい情報内容があると言われて

きたが、新たに出現したデジタルメディアは、ど

のような手段によってどのような内容を伝えるこ

とも可能であり、「メディアはメッセージ」とい

う概念を超越する状態になっていることを示され

た。

また、デジタル革命の経済特性として、距離・

位置・規模の格差が消滅し、所得、年齢、性別な

どの格差も消滅すること、このような格差の消滅

により、産業構造が、大衆市場から個人市場、計

画供給から注文供給、供給主導から需要主導へと

変化し、経済構造も、規模経済から速度経済、間

接経済から直接経済、実物経済から情報経済へ、

また、生活構造も集中生活から分散生活、経済主

導から文化主導、経験主義から発見主義へとそれ

ぞれ変化することを説明された。

このようなデジタル革命を迎えるための準備と

して、コンピューターネットワークなどの物理基

盤、電子商取引に対応した商法改正、遠隔医療に

対応した医師法改正など新しい社会に対応できる

制度基盤、及び精神面において、従来とは全く違

う新しい秩序で社会が動いていくということを十
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分理解すること（精神基盤）の３つの基盤の整備

が不可欠となるという見解を示された。

�２ 米国のデジタル革命―ザ・ソーシャル・ウェ

ブ（科学ジャーナリスト ハワード・ライン

ゴールド）

ラインゴールド氏は、サイバースペース（ネッ

トワークによって作り出される仮想空間）の社会

的な側面に焦点を置いて講演された。インター

ネットは、単に商取引、ジャーナリズム、エン

ターテイメント等の場にとどまらない「社会的な

環境」ととらえることが適当であり、全ての制度

を根本から変えてしまう可能性を持っており、民

主主義を強化する方向でこのような新しいテクノ

ロジーを使っていくことが必要であることを力説

された。民主主義の基本は市民がお互いにコミュ

ニケーションできることであり、インターネット

を利用して市民が意見の交換や知識の共有を行い、

課題について討論することは民主主義の将来に

とって基本的な重要性を持つこと、及び民主主義

が基本となって経済市場が健全に発展することを

説明された。

インターネットによって全ての人々が知識を共

有することが可能となったことにより、歴史上例

を見ない膨大な知識資産の集積が起きており、企

業活動にあってもこの知識資産やその上に成立す

る知的コミュニティーの性格を認識し、活用する

ことが重要であるという見解を示された。

教育に関しては、学校で知識を詰め込み社会に

出て使っていくという従来の形態では社会変化の

速度に付いていくことが困難であり、オンライン

による継続的な学習が必要となること、学生や教

師も学校という閉じた世界にこもるのではなく、

インターネットにより知的コミュニティーに積極

的に参加していくことが能力形成に必要であるこ

と、さらにそのような学習環境を維持できる国が

将来繁栄していくであろうという予想を述べられ

た。

３ パネルディスカッションの概要

当日のコンファレンスの最後を飾るパネルディ

スカッションには、「激動するメディア変容にど

うかかわるか」というテーマのもと、コーディ

ネーターとしてお迎えした東京大学の小林宏一氏、

基調講演者であるハワード・ラインゴールド氏の

ほか４名の有識者の方をお迎えして行われた。

パネルディスカッションは、まずラインゴール

ド氏を除く４名のパネリストがそれぞれプレゼン

テーションを行い、次にコーディネーターが示し

た論点に沿って議論を進めていくという形で進め

られた。

まず、NHK放送文化研究所の長屋龍人氏は、

インターネットを中心とした電子空間網は、人間

社会にとっての新しい生活の場を与えるものであ

り、リアルな場で行われるビジネスと、バーチャ

ルな場で行わるE―ビジネスとの調和を図って行

くことが重要であると指摘したうえで、デジタル

という技術を使って自分自身がどれだけ豊かにな

るのか、あるいは自由度が増えるのかという観点

から、社会政策、経済改革あるいは政治改革など

をいろいろなレベルで見直し、新しいライフスタ

イルを構築すべきであると指摘された。

次に、東北芸術工科大学の竹村真一氏は、イン

ターネット上での市民の知恵、生活者の知恵と

いったような個人の経験資源は新しい価値創造の

リソースであるとしたうえで、個人による小さな

経験資源が集積していくことで、リナックスのよ

うな新しいビジネスが生み出されたのであるとい

うこと、すなわち現在は大衆ではなく個人という

ものが中心となる時代であると述べた。また、情

報化やインターネット化のトレンドは情報経済あ

るいは情報生活の面だけでなく、我々の生活基盤
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全般に及ぶものであり広範かついろいろな次元で

社会の構造が変化していくであろうとの見解が示

された。

東京大学大学院の浜野保樹氏は、我が国におい

ては効率的な産業社会形成の過程において、放送

のようなマスメディアのもとで同じような行動を

起こす受け身の大衆が生み出されてきたというこ

とを指摘しつつ、そこで生み出された大衆は今ま

での社会には上手く適応していたが、その一方で

個人に主体性を与えるインターネットのようなメ

ディアに対しては、上手く対応できないのではな

いかということを述べられた。次に、文化的コン

テンツは成熟した社会にとっては非常に重要であ

るが、我が国ではこの点についての理解が不足し

ているということと、文化的資源の一つである言

語を例として取り上げ、イギリスにおいては英語

国民が将来減少することに対し英語の将来につい

てどうすべきかという戦略を立てており、今後我

が国においても自国語の将来戦略について考えて

いくことが重要であると指摘された。

デジタルクリエイターの百瀬いづみ氏は、イン

ターネット利用者に見られる傾向として、多くの

利用者は自ら主体的に行動を起こさず、向こうか

ら何かがやってくるのを待つ人が非常に増えてき

ており、これは非常に危惧されることであると指

摘した。そして、一定のスキルを持ち、主体的に

行動を起こす人々により形成されているネットの

例について紹介し、このようなネットで活動する

人こそが、「デジタル・ミレニアム時代の生活者」

なのではないかとの見解を示された。

次に小林氏より、２０１０年頃までを想定して、

我々を取り巻くネット時代におけるコンピュータ、

テレビ、あるいはモバイル端末間の競合や新しい

形態の姿はどのようなものかということと、エン

ターテイメント、社会・市民関係という領域、生

活の利便性などといった生活ツールとしてのネッ

トの役割という３つの領域での今後の展開はどう

なるのかという２つの論点が提示された。

まずラインゴールド氏より、インターネット技

術の進展が我々にさまざまな恩恵やチャンスを与

えた一方でそれと同時に文化的価値あるいは伝統

的価値を有するものを失ってしまうこともあると

いうことを述べられた。また、我々はこれから向

かうべき方向性、社会としてどこに向かって行く

べきか考えていくことが必要であるということと、

マスメディアがインターネットを放送の如く活用

を行っているが、これが個人レベルでの情報発信

の阻害となっていることを指摘された。

次に竹村氏は、端末のモバイル化について、従

来優れているとされたグラフィカルなすばらしい

サイトなどは、モバイル時代にはむしろ障害とな

り、端末の多元化やライフスタイルの変化などが、

従来想定していないような障害、ハンディキャッ

プを生じ、今後情報バリアフリーやユニバーサル

デザインという問題は我々全体にとっての問題に

なっていくと指摘された。

長屋氏は、インターネットやテレビのチャンネ

ルの増加によって非常に多くの情報が多様なサー

ビス形態で入手できるようになったものの、必ず

しも本当に必要とする情報を入手できるように

なったわけではないということと、マルチメディ

ア時代になりさまざまなメディアが出現している

が、それによって情報自身、ライフスタイルの質

が向上するよう努力したいと述べられた。

浜野氏は、エンターテイメントと仕事の関係に

ついて、従来両者は関係性ないものとして扱われ

てきたが、情報技術の活用により、今後仕事とエ

ンターテイメント的な面の融合が進んでいくと指

摘し、またそれを期待していると述べられた。

百瀬氏は、ネットワークに携わっている者の感

想として、ネットワークをコントロールするノウ

ハウといったものはまだ経験的な面にとどまって
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いることから、今後さらに研究を積み重ねていく

必要性を指摘された。

竹村氏は、一見するとハンディキャップと思わ

れる日本語の使用とか、漢字を使っているといっ

たことも、長期的な視点で見ればアドバンテージ

でもあるとしたうえで、真のグローバルリテラ

シーというのは、単に英語が使えるといったよう

なことを指すのではなく、文化の多元性やその価

値について十分な認識を持っていることであると

の見解が示された。

長屋氏は、今後さまざまな市民ネットワーク、

NGO、NPO、チャットシステムといったものが、

公衆や市民のことを考える情報発信機関となって

いくことの重要性について指摘した。

ラインゴールド氏は、技術革新が経済成長の原

動力となる世界の中で日本が競争していくために

は、もっと企業家の育成というものを重視し、個

人の創造性を育てていくことが今まで以上に必要

とされていると指摘された。

最後に小林氏より、インターネットは「人類の

共同作業」により構築されたという面がある一方

で、実際にそれが社会に組み込まれていく局面で

は、米国社会あるいは日本社会といった固有の社

会特性を反映するものでもあると述べられた。そ

して現在、我が国では既存システムの揺らぎが多

くの領域で顕在化し、それに対する真剣な対応が

迫られている状況下において、ネット社会の到来

という契機をどう生かしていくかということが、

我々一人一人に課せられた課題であるという指摘

をもって終了した。

４ 会議を聴講しての所感

最後に、徴候を終えての個人的な所感を述べて、

本項の結びとしたい。

現代は２０世紀を代表するメディアであるテレビ

やラジオといった映像メディア、あるいは新聞や

雑誌などの活字メディアといった、情報の送り手

から受け手に対し情報を一方向に送り出すメディ

アの時代から、インターネットに代表される双方

向性を有するメディアの時代へと変化しつつある。

コンファレンスの中でも議論されたように、メ

ディアの変容が著しい現在の状況において我々一

般の生活者にとって必要とされるのは、メディア

から得られる情報を選択する能力、それと自ら主

体的に情報を発信していく能力、すなわちメディ

アリテラシーであろう。

今までマスコミュニケーションの受け手として

位置づけられていた我々は、マスコミにより選択

された情報を一方的に入手するという存在であっ

た。しかしながら双方向性を有するメディアが中

心となる時代では、より多くの情報を入手するこ

とが可能となるとともに、単に情報を受けるだけ

の受け手の立場から、情報を発信する立場にもな

るのであり、そのために今までにも増してメディ

アリテラシーの重要性が高まると考えられる。

しかしながら、特に我が国においては、浜野氏

が懸念しているように放送型のマスメディアによ

る選別された情報、画一的な情報を受け入れるこ

とに慣れてしまったため、個人が主体的、選択的

に行動することが求められる双方向性メディアの

時代に上手く適応していけるのかという不安が感

じられる。百瀬氏は非常に主体的かつ積極的にイ

ンターネットを活用している例について紹介され

たが、そのような動きは生活者全体から見てみる

とまだほんの一部にとどまり、多くの者が例の如

く主体的・積極的に行動するようになるにはまだ

かなりの時間が必要であろう。ラインゴールド氏

も指摘しているように情報通信技術の急激な進展

が我々の社会経済活動に大きな影響を与えてきて

いるなかで、ほとんどの生活者にとってはその技

術を使いこなすためのリテラシーが技術の進歩に

追いついていないように感じられる。
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いずれにしても我々は、インターネットにより

得られる膨大な情報の中から、真に必要とされる

情報を見分ける能力を身に付けることが強く求め

られている。我々は２１世紀のメディアとなる双方

向性メディアの時代には、自ら主体的に行動する

ことが求められているのだということを意識しつ

つ、うまく活用していくための能力を身に付ける

ことを必要とされているのである。そのためにも、

今回行った議論、すなわち新たなメディアに対し

生活者としてどう関わっていくべきかについて、

今後とも引き続き議論していくことが必要であろ

う。

今回のコンファレンスでは時間上の制約もあり

十分に議論できなかった点もあるものの、全体と

して見れば今後の我が国の情報環境がどう変化し

ていこうとしているのか、またそれに対して我々

生活者がどう向き合っていったらよいかを知るう

えで参考となるものと思う。この会議の成果を踏

まえて、今後各方面で、メディアと生活者との関

わりという観点を踏まえた議論を一層発展させて

いただければ幸いである。

参考１：当日のプログラムの概要

日 時 平成１２年３月３日（金）

会 場 経団連ホール（東京都千代田区大手町１

―９―４ 経団連会館１４階）

○開会挨拶（１３：３０―１３：４０）

郵政大臣 八代英太

（谷公士郵政事務次官が代読）

郵政研究所長 溝口敏行

○基調講演１（１３：４０―１４：３０）（５０分）

テーマ：デジタル革命による社会構造改革

講演者：月尾嘉男（東京大学大学院教授）

○基調講演２（１４：３０―１５：３０）（６０分）

テーマ：米国のデジタル革命―ザ・ソーシャ

ル・ウェブ―

講演者：ハワード・ラインゴールド（科学

ジャーナリスト・「HotWired」元編集

長）

休 憩（１５：３０―１５：５０）

○パネルディスカッション

（１５：５０―１７：５０）（１２０分）

テーマ：激動するメディア変容にどうかかわる

か

コーディネーター：小林宏一

（東京大学社会情報研究所教授）

パネリスト：竹村 真一

（東北芸術工科大学助教授）

：長屋 龍人

（NHK放送文化研究所研究主幹）

：浜野 保樹

（東京大学大学院助教授）

：ハワード・ラインゴールド

（基調講演者）

：百瀬いづみ

（デジタルクリエイター）

○閉会挨拶（１７：５０―１７：５５）

郵政研究所次長 清水英雄

参考２：講演者、コーディネーター、パネリスト

の経歴

１ 基調講演

月尾嘉男（つきお よしお）（基調講演１）

１９７８年工学博士（東京大学）。名古屋大学工学

部助教授、同工学部教授、東京大学工学部教授な

どを経て、１９９９年より東京大学大学院新領域創成

科学研究科教授。都市システム、生産システムな

どの研究から、最近はメディア政策を研究の中心

とする。電気通信審議会、国土審議会、資源調査

会などの委員。専門の論文以外、著作に『装置と

しての都市』『情報化時代のビジネス環境』『ポス

ト情報社会の到来』『サイバーメディア新思考経
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済』などがある。

ハワード・ラインゴールド（基調講演２）

『タイム』誌が選んだ１９９６年ウェブサイトベス

トテンの１つである「エレクトリックマインズ」

の開設者。初の商業的ウェブマガジンで、バナー

広告を考案したワイヤードベンチャーズ社の

WWWマルチメディアオンラインマガジン「ホッ

トワイヤード」創設者の一人、創設期の編集責任

者。『ミレニアム・ホールアース・カタログ』

（１９９４年ハーパーコリンズ）の編集長。キング・

フィーチャーズによって全世界に配信されている

『サンフランシスコ・イグザミナー』誌の「トゥ

モロウ」の前コラムニスト。

主な著書に、『バーチャルコミュニティ』（三田

出版会）、『バーチャルリアリティ』（タッチストー

ン）、『思考のための道具』（パーソナルメディア）

などがある。

２ パネルディスカッション

○コーディネーター

小林宏一（こばやし こういち）

成城大学文芸学部助教授、同教授を経て、１９９２

年東京大学社会情報研究所教授に就任。情報化の

進展に伴う社会とメディアとの関係の変容に着目

し、特に最近では、デジタル技術の革新に伴うメ

ディア融合問題に関心を持つとともに、メディア

論体系化の研究を進めている。最近の著作に『マ

ルチチャンネル時代からマルチメディア時代へ』

（「放送学研究」：NHK放送文化研究所）『メディ

ア融合と人間行動』（「変わるメディアと社会生

活」：ミネルバ書房：共著）等がある。東京都、

神奈川県、横浜市等の地域情報化政策委員会委員

を歴任。

○パネリスト

竹村真一（たけむら しんいち）

通産省の外郭シンクタンクなどでアジア各地の

フィールド調査や社会開発プロジェクトに携わっ

た後、９２年より東北芸術工科大学助教授。近年は

エコロジーや生命科学、あるいはインターネット

等の情報環境論の視点から、新たな人類学／人間

学を構想している。

著書に、『呼吸するネットワーク』（岩波）や『新

たな人間の発見』（岩波：共著）、「情報文化の学

校」（NTT出版：共著）など。インターネット上

のプロデュース作品「センソリウム」（「ブリージ

ングアース」を含む）は９７年ヨーロッパの電子アー

トの国際的登竜門アルス・エレクトロニカでグラ

ンプリを受賞。

長屋龍人（ながや たつひと）

NHK放送文化研究所研究主幹・解説主幹。報

道番組ディレクターとして、政治経済番組を制作。

『ニュースセンター９時』などのニュース報道番

組やNHKスペシャル番組など担当。NHKシンガ

ポール支局長、衛星放送本放送スタート当時から、

スペシャルや第２テレビ（エンターテインメント

＆カルチャー波）編集長、編成統括などを経て現

職。マルチメディアに関する総合研究プロジェク

ト座長などを歴任。論文：『情報と脳の器―情報

処理限界性といいとこ取り行動の基礎原理』『テ

レビはどこへ行くのか』『マルチメディア型テレ

ビの開発とISTV』など。

浜野保樹（はまの やすき）

新潟大学教育学部助手、メディア教育開発セン

ター助教授を経て、東京大学大学院新領域創成科

学研究科助教授。メディア論専攻。マルチメディ

アの研究開発に従事する。おもな著書として、

『極端に短いインターネットの歴史』『メディア

の世紀』『デジタル革命の衝撃』などがある。マ

ルチメディア・グランプリ審査委員、AMDア

ワード審査委員長、メディア芸術祭審査委員、マ

ルチメディア白書専門委員会委員長など。
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百瀬いづみ（ももせ いづみ）

デザイン事務所勤務、メーカーでのメセナ事業

企画部勤務の後、フリーとして独立。デザイン・

イラスト・ライターなどの仕事を主とするM’s

netを設立。同時に、働く母親や生活者視点のサ

イトを公開。女性を中心としたネットワークを運

営している。朝日新聞・日経ウーマンなどでの連

載記事も多数。日本社会情報学会員／WEBユニ

バーサルデザイン研究会代表／’９９郵政省電気通

信審議会専門委員／NPOネットワーク推進機構

理事を歴任。

議事録１ 開会あいさつ

１ 郵政大臣あいさつ 【郵政大臣 八代 英太

（谷郵政事務次官が代読）】

本日は、皆さまご多用のところを多数の方々に

ご列席をいただきまして、誠にありがとうござい

ます。第１２回郵政研究所国際コンファレンスの開

催にあたり、一言ご挨拶申しあげます。本日のコ

ンファレンスを主催いたします郵政研究所は、郵

政省のシンクタンクとして、基礎的、中長期的な

調査研究を行い、郵政行政を支援するとともに、

研究成果を広く社会に還元すべく開かれた研究所

に向けて積極的な活動を展開しております。これ

まで１１回を数える国際コンファレンスで扱った

テーマは、郵政行政と同様幅広い分野にわたって

おり、今回は「デジタル・ミレニアム時代の生活

者像」というテーマで開催する運びとなりました。

ご承知のとおり情報通信分野は、技術革新を背景

とする情報化の進展が急速に進んでいるところで

あり、社会経済活動全体の効率化を促すインフラ

として、あるいは我が国の経済を牽引するリー

ディング産業として、大きな期待が寄せられてい

るところでございます。郵政省といたしましては、

このような動向を踏まえつつ、２１世紀初頭を視野

においた上で、国民生活及び経済活動の基盤とし

ての情報通信が目指すべき政策の方向について、

２１世紀への架け橋となる情報通信ビジョンとして

取りまとめることとしており、これを内外に提起

していくことを予定しております。またこうした

取り組みを進めていく一方で、障害者や高齢者の

方々を含む、いわゆる情報弱者にも優しい、国民

の誰もが情報通信の利便を享受できる環境を整備

することが大切であると考え、省内に情報バリア

フリー懇談会を設置してこれまで議論を重ねてき

ました。先日そこで議論された課題や提言を報告

書の形に取りまとめて公表いたしましたので、今

後は報告書の趣旨に添って高齢者や障害者の自立、

社会参加を容易にするなどの情報バリアフリー環

境の整備に邁進していく所存です。さらに、イン

ターネットの利用が進むにつれ、ハッカーやサイ

バーテロなどへの情報セキュリティ対策、個人情

報保護、違法有害情報への対処など、取り組むべ

き課題が数多く顕在化してきております。郵政省

におきましては、このようなネットワーク利用の

影の部分の問題についても、政府が一体となって

適時適切な対応を行い、国民がネットワークを安

心して利用できるような環境を整備していくこと

としております。以上のように情報通信を取り巻

く環境には大きな変化が見られ、さまざまな対応

が求められています。そのなかで本日のコンファ

レンスにおいては、情報通信の利用者の立場にた

ち、自らを取り巻く情報環境の変化により、生活

者としての環境がどのように変容するのか、ある

いはそれにどのように立ち向かうべきなのかなど

の課題について生活者としての視点から議論を

行っていくこととしております。このように生活

者の視点で高度情報通信社会の姿を議論すること

は、今後の社会の方向性を見据える上で大変貴重

な意義を有するものであると考えています。そし

て本日のコンファレンスにおけるご義論が今後の

情報通信政策のあり方を検討する契機となり、さ
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らなる議論の発展の一助となることを期待してお

ります。最後に本日ご来場の皆さまの郵政行政に

対する一層のご理解とご協力をお願い申しあげま

して私の挨拶とさせていただきます。ありがとう

ございました。

２ 郵政研究所長あいさつ

【郵政研究所長 溝口 敏行】

本日はお忙しいなか、多数の方にご列席いただ

き誠にありがとうございます。本日の国際コン

ファレンスがこのように盛大に催されましたこと

を大変うれしく存じております。大臣挨拶にもご

ざいましたように、郵政研究所は昭和６３年に設立

されて以来郵政省のシンクタンクとしてさまざま

な分野で調査研究活動を進めてまいりました。国

際コンファレンスの開催はこのような活動の一つ

であり、その時々の重要なテーマを選び、研究の

国際交流を図りながら、皆さまに議論の情報を提

供させていただいております。今回の国際コン

ファレンスは、「デジタル・ミレニアム時代の生

活者像」というテーマで議論していただくことに

なりました。情報の分野におきましては近年の情

報技術の進展に伴い、インターネットや移動通信、

あるいは放送などに代表される情報メディアの融

合化が進んでおります。これに伴いまして、我々

が社会生活を送る上で必要な情報の流通及び収集

といった情報活動の環境も大きく変化し、我々が

入手しようとする情報の多くはネットワークを経

由して得ることができるようになりました。しか

しながら、ネットワークを通して多くの情報が得

られるようになった反面、必ずしも有益でない情

報も流通しているのが事実であり、真に必要とす

る情報を主体的に選択し、活用するためには我々

の情報リテラシーが重要となっております。今後

も我々を取り巻くさまざまな情報メディアの変貌

や融合が起きることが予想されますが、我々が生

活者としてこれから起こり得るメディアの変容に

どのように向き合っていけばよいかということを

考えることが必要ではないかと思います。本日は

基調講演及びパネルディスカッションを通じまし

て、主に生活者としての視点から「デジタル・ミ

レニアム時代」という新しい時代、新しい生活の

局面にどのように対応していくかということにつ

いて議論が行われることと思います。本日の議論

が会場にお越しいただいた方々のご参考になり、

今後の議論の指針となることを祈念いたしまして

私のご挨拶とさせていただきます。どうもありが

とうございました。

議事録２ 基調講演

１ デジタル革命による社会構造改革

【東京大学大学院教授 月尾 嘉男】

本日はこういう大規模なコンファレンスで話す

機会をいただきましてありがとうございます。

お手元のプログラムの英語のところをご覧いた

だきますと、Rapid Evolutionという言葉が書い

てあります。Rapid、大変早いということが今こ

の情報通信社会の中で大変重要なことではないか

と思います。つまり次々と技術、その影響という

ものが変わっていくということが起こっておりま

す。例えば、昨年の『通信白書』を見ますと、こ

の世の中で使われるようになったさまざまな情報

通信手段が、人口の１０％の人までに到達するのに

１２郵政研究所月報 ２０００．７



どのくらいの時間がかかったかという統計がグラ

フとして掲げられております。例えば、電話は日

本の場合、７６年かかって１０％の人々が使うように

なりました。それを一気に破ったのがインター

ネットでありますが、インターネットが大体日本

では１０年かかって１０％の人まで使うようになりま

した。ところが現在、その記録を一気に塗り替え

る新しい通信技術が出ておりまして、特定の会社

の名前で恐縮ですが、I―モードといわれる無線

でデジタルパケット通信ができる携帯端末です。

これがわずか１年間で４００万台を突破して、昨年

の２月から始まって今年の２月までで四百数十万

台普及して、今の速度でいけば２年以内に人口の

１０％の人が使うというような速度で変化していま

す。そういうものが次々と社会の中に出現するこ

とによって、非常に大きく社会が変わっていくと

いうことが起こり始めていると思います。

本日は、いくつかの側面から、それがどのよう

に変わるかということをお話しさせていただきた

いと思います。まず、今普及し始めた技術の特徴

は何かということを３点から考えてみたいと思い

ます。１つは情報処理、従来であればコンピュー

ターという技術が行っておりました情報を処理す

るという分野と、電話を始めとするさまざまな手

段が行っておりました情報通信というものが完全

に一体化するということが起こり始めました。現

在、アメリカでは企業の使っているコンピュー

ターは９０％以上が既にネットワークに接続されて

いると言われておりますし、日本では同じ定義で

５０％以上が既にネットワークに接続されて利用さ

れているということでありまして、完全にネット

ワークにつながないコンピューターというのは時

代遅れのもの、もしくは例外的なものという時代

が始まったということであります。これが社会を

大きく変えているということになったと思います。

２番目は通信には大きく２つに分けますと、放

送が代表するような一方向に情報を伝えることを

主な役割としている通信手段があります。１つの

組織もしくは１人の人から同じ情報が一斉に多数

の人、場合によっては世界中の人々に伝わるとい

う技術があります。一方電話に代表されるような、

両方向に情報のやりとりができるという技術もこ

れまで存在しておりました。ところがインター

ネットという新しい情報通信手段が出てくること

により、どちらもほとんど区別できないというこ

とになりました。例えば、今、インターネットと

いう技術を使って、文字放送に相当するようなも

のも既に行われておりますし、音声放送に相当す

るものも行われております。また回線が細い場合

には十分な効果を発揮しておりませんが、画像を

送るという、テレビに相当するようなことも既に

始まっております。一方それを使って電話のよう

に特定の２人だけが音声でやりとりするというこ

とも同じ技術を使って可能になりました。

現在、郵政省では、この一方向の通信手段をこ

れまで扱ってきた放送法というものと、双方向の

通信を扱ってきた電気通信事業法とを一体とする

ような検討が始められようとしております。つま

りこれまでは厳然と所管も違う、法律も違う、つ

いでに言えば郵政省の建物の階も違うという、

はっきりした区分があったものが、今同じ方向に

合わさろうとしております。しかも重要なことは、

今までになかったさらに新しい機能が、この一方

向と双方向が一体となることによって出現してお

ります。それはどういうものかと言いますと、非

常に多数の人々から１つのところへ情報が集中す

るという仕組みも可能になるということです。わ

かりやすい例で言いますと、電子投票のような状

態をお考えいただいたら結構です。ある問題を決

定しようというときに、一斉に多数の人がそれに

対して意見を送ります。それが例えば市役所に集

まって、原子力発電所をどうするかということの

１３ 郵政研究所月報 ２０００．７



ための意見の表明が行われることも可能になりま

した。理屈上から言いますと、双方向のコミュニ

ケーションは従来１対１と言われておりまして、

１人と１人がコミュニケーションをします。一方

向の場合は１対nと言われまして、１人の人から

多数の人にということでありました。今新たに出

現してきた、これまでほとんど存在しなかった通

信メディアとしてn対１という、たくさんの人が

ある特定のところへ情報を集中させるというよう

なことも可能になりました。これも恐らく社会を

変えるであろう非常に重要な技術ではないかと思

います。

３番目は情報の形態、つまり音声であるとか、

文字であるとか、画像であるとか、動画であると

かという情報の最終的な形と、それを伝える手段

というものが渾然一体となるということが起こっ

てきました。３０年ほど前にカナダの英語学者の

マーシャル・マクルーハンという方が「メディア

はメッセージである」という大変有名な言葉を発

表されました。これはテレビジョンというメディ

アにはそれにふさわしい情報の内容があり、新聞

という通信、ここで言いますと伝達手段はそれに

適した情報内容があるということを言われたわけ

です。

例えば、地震による災害を伝えるときに、どの

地区にどの程度の被災者が発生したかということ

は新聞が極めて適切に伝えることができます。何

時何分に地震が発生して、何時何分にその結果ど

ういう災害が起こって、何時何分に救助する人が

到達してというようなこともむしろ新聞のほうが

適切に伝えられたと思います。ところがその被害

によって肉親を失った方が嘆き悲しんでいるとい

うような状況は、むしろテレビジョンが数秒間だ

けでも映したほうがはるかに適切に伝わるという

ようなことが言われていたわけです。

阪神淡路大震災のときに、非常に多くの方が自

分の肉親や、自分の知人の安否を気遣うために、

一斉に電話をかけたために、回線がパンクして電

話が使えなくなるということが起きました。その

時点では整備はされておりませんでしたが、しば

らくしてから、インターネットのサーバーの中に

被災された方が今どこに移っているかというよう

な情報を整備して、それに多くの人がアクセスす

ることによって、今までの手段では不可能であっ

たような安否情報というものを多くの方に伝える

ことができるようになりました。つまりこれまで

はある特定の伝達手段はそれに合った形態とか内

容というものがほとんど一義的に決まるという状

態であったわけですけれども、今出現した新しい

デジタル通信メディアというものは、ほとんどど

のような手段によっても、どのような内容をも伝

えることができまして、マーシャル・マクルーハ

ンが言った「メディアムはメッセージ」という概

念を今や完全に超越する状態も出現してきたので

はないかと思います。

社会は一般に技術だけではなかなか変わらない

と思います。今から３０年ほど前に、MISというも

のが大変日本で話題になりました。マネージメン

トインフォメーションシステムというものであり

ます。現在で言えば、オフィスオートメーション

を使って経営を合理化するというようなことであ

りました。ところがこれはかけ声はすさまじいも

ので、調査団もたくさん作られ、世界へ調査に

行ったわけですけれども、結局ほとんど日本で実

現しませんでした。なぜかと言いますと、あまり

にもそのシステム自体が高価すぎて、なかなか使

えなかったのです。当時の価格で言いますと、現

在であれば２、３万円で買えるような端末が、当

時は３００万円から５００万円というような値段でした

ので、だれもがその端末を持ち、メインフレーム

のコンピューターから情報を取り出すことが経済

的に実現できなかったために、結局は普及しな
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かったのです。つまり技術がいくら優れていても

それを社会が受け入れるだけの経済条件を備えな

いと、新しい変化は起きないということの典型例

だと思います。

現在、デジタル革命の大きな特徴は、価格が急

速に下がっているということであります。例えば

昨年から売り出された非常に優れたパーソナルコ

ンピューターでアップルコンピューターが発売し

たG４というパーソナルコンピューターがありま

す。この計算速度は数ギガフロップスというふう

に言われております。１秒間に浮動小数点の計算

を１０億回以上できるという能力であります。これ

はほんのしばらく前には、数億円から数十億円す

るようなスーパーコンピューターの能力と言われ

ておりました。ところが今その技術が、３，５００～

３，６００ドル、日本円に換算しますと４０万円も出せ

ば、自分の机の上に乗るという時代が始まったの

であります。そのくらいの勢いで急速にこの分野

の装置の価格が下がってきております。

しかし、より重要な経済の特性の変化がありま

す。まず１番目は世界均一料金というものが中心

になりまして、距離をほとんど意識しないで、こ

の新しい手段を使うことができるようになったと

いうことです。もちろん今まで電話でもファクシ

ミリでも距離は意識しなかったわけですけれども、

残念ながら、一般に従来のものは距離に関係して

料金が高くなるという仕組みを取っておりました

ので、遠いところへ通信をすることには、やはり

ある種の精神的な抵抗がありました。国際的に通

信をするのも非常に高いということで、精神的な

バリアーがあったと思います。ところが現在イン

ターネットの世界、始まりだした衛星を利用した

携帯電話の世界などでは、世界均一料金になり、

かつ多くの場合、定額料金になりました。ある一

定のお金さえ支払えば、それをどれだけ使っても、

どこへ情報を送っても全て料金には反映しない、

最初に払ったお金だけですむということになりつ

つあります。そうなりますと、もはや私たちは距

離というものを考慮しないというか、意識せずに

世界中と自由に通信できることになりました。

２番目は場所という概念も今急速に変化しつつ

あると思います。日本では恐らく、３月の終わり、

つまり今月の終わりか４月の中頃ぐらいまでの間

に、携帯端末のほうが固定端末より多くなるとい

う大変劇的な時期を迎えるだろうと予測されてお

ります。この４年間ほど毎年１千万台ずつ、現在

は電話として使っております携帯端末が増加し、

５千万台を突破して６千万台に向かって増加して

おります。一方、線につながったファクシミリと

か電話機という固定端末は６千万台を切って、今

毎年数十万台減っていくという方向にあります。

あとひと月とかふた月という時間でその両者が交

わり、逆転が生ずるということになりました。ス

ウェーデンとかフィンランドという国では既に数

年前からそういう状態になっておりますが、今後

この勢いは世界のさまざまな地域で発生してくる

と思います。しかも携帯端末は従来はほとんど音

声のやりとりをするということだけに使われてい

たわけですが、I―モードのようなパケット通信が

できる端末並びに回線が出現することによって、

今私たちがコンピューター経由で行っている通信

を自由に行えるようになり始めております。しか

もその回線の速度も来年には毎秒数メガビットの

回線容量を持つようになると想定されております。

そうなりますと、私たちは今机の前に縛りつけら

れて、コンピューターに向かって行っているよう

な仕事を、ほとんどどのような場所でも行うこと

ができるようになります。公園のベンチに座りな

がらでも、喫茶店でコーヒーを飲みながらでも、

場合によってはヨットで海の上を走行しながらで

も、自由に今机の上でやっているのと同じことを

実現することが可能になります。そうなりますと
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大変大きな変化が社会に起こるということは十分

に想像できることだと思います。

例えば、距離に影響しないということで現実に

出てきた新しい動きとして、コールセンターが従

来は想像もできなかったようなところへ移動して

いくということが現実に起こり始めました。今皆

さまがNTTの電話番号案内で１０４を回されますと、

非常に多くの場合沖縄のコールセンターに接続さ

れます。もしどこかの、銀座の例えばクラブの電

話番号を聞かれますと、極端に言えば東京に行っ

たこともない、銀座を見たこともないましてその

クラブに行ったこともないというオペレーターの

方が、コンピューターだけを駆使して質問に答え

て電話番号を教えてくれるというような仕組みが

でき始めました。しかもその動きは日本の電話番

号サービスが日本にとどまるだけではなくて、さ

らにオーストラリアのようなところへさえ動くと

いう動向もあります。特に国際的にビジネスを

行っている企業の製品に関する、例えば苦情処理

というようなコールセンターは、当然英語、日本

語などの対応が必要になりますので、むしろ沖縄

に置くよりはオーストラリアで日本語を話せる人

を雇って新たなコールセンターを作ったほうがよ

り経済的に行えるというようなことになりまして、

これまでの日本の製品だから日本の中心にさまざ

まな施設を置くというような概念はなくなるとい

う時代が始まっております。たまたまですが、昨

日北海道庁から連絡がありまして、北海道庁の

ホームページにコールセンターなどのビジネスを

誘致する政策をこれから北海道が採るということ

を発表したところ、直ちに東京のコールセンター

から電話があって、３６０人ほどの従業員を抱えて

いるコールセンターだけれども、北海道へ移りた

いが、どういう場所があるかという問い合わせが

あったそうです。そういうことが今次々と動き始

めているのです。

もっと極端な例で申しあげますと、カリブ海の

一番東側、大西洋まで出たところに、アンティグ

アバーブーダという非常に小さな島２つでできた、

人口７万人程度の国があります。ここはもっとも

近い大都市であるフロリダ半島のマイアミからで

も２，５００kmほど離れたところでありますが、そこ

に今さまざまな情報通信手段を駆使したビジネス

が移動し始めています。もちろん一番大きな理由

はタックスへブンでありまして、税金が安いとい

うことですが、それ以外にも、そこは大変気候が

温暖なところで、生活環境が良い、人件費が安い、

オフィス賃料も安い、イギリスの植民地でしたの

で英語が公用語であるということがあります。イ

ギリスの植民地であったために、ケーブルアンド

ワイアレスが非常に良い通信設備を用意している

ということもあり、アメリカ大陸から２，５００kmも

離れた島で世界を相手にするビジネスが自由にで

きるというような時代が今始まりだしたのです。

現実の例として距離とか、位置というものに影響

されない経済活動が次々と出てくることになりま

した。

同じような変化では、規模というものがこれか

らの社会であまり大きな影響を及ぼさないであろ

うと言われております。従来、例えば生活すると

いう視点から考えますと、小さな山奥の村よりは

大きな都会のほうがより便益が多く得られると言

われておりました。就職する機会も大変多いので

す。いろいろな物を買おうと思うと大変豊富にあ

ります。サービスを受けようとしてもさまざまな

サービスが受けられます。例えば医療とか教育を

考えても、人口が多いところほど有利だというこ

とが言われておりました。ところが今新しい情報

通信手段を使いますと、例えば新聞を読もうとし

ても、どのような場所においてもまったく関係な

く同じ条件で新聞が読めるという時代が始まって

います。物を買う場合でもインターネットの中に
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ある恐らく何億といわれるようなさまざまなサー

ビスを利用すれば、世界中の物を日本の山奥まで

届けてもらうことも今や可能になったということ

です。

一方企業のほうでいうと、従来は大変な資本、

大変な労働力がなければできなかったようなビジ

ネスが非常に小さな資本と非常に僅かな人数でで

きるということが起こり始めました。１つの象徴

的な例はバーンズアンドノーブルという書店とア

マゾンドットコムという書店の比較であります。

バーンズアンドノーブルは今から１２７年前にでき

た大変古い本屋で、従業員約２万人、アメリカに

千店舗以上の書店を持ち、年間の売り上げが３０００

億円程度の書店ネットワークです。一方アマゾン

ドットコムはほんの６年前にできた会社で現在従

業員が２千人程度、書店は店舗数は０、流通セン

ターと本社しかないという組織です。売り上げは

６億ドルですから、７００億円程度でありまして、

もちろん老舗のバーンズアンドノーブルよりは小

さいのですが、従業員１人当りの売り上げでは倍

以上になっております。もっとも大きな差が出て

おりますのは、株式時価評価総額です。アマゾン

ドットコムの株式時価評価総額はバーンズアンド

ノーブルの約１５倍の評価を得ております。これま

では一般に資本が巨大である、設備が巨大である、

従業員がたくさんいるというところがそれにほぼ

比例した評価を社会から受けていたわけですが、

今始まりだした社会では小さくてもはるかに高い

評価を受けるようなビジネスが次々出てまいりま

した。結局これまでの経済社会の中では大変大き

な要因であった距離であるとか、場所であるとか

規模というものがほとんど意味をなさない新しい

社会というものが出現してしております。

一方、社会の中を見ますと、いくつかの格差が

消滅しつつあります。１つは所得による格差とい

うものが急速に縮小していっております。もちろ

んこれはデジタルディバイドという言葉も最近使

われるようになりまして、このデジタル革命に参

加できない場合には大変大きな格差が生じるとい

うことでありますが、普通の所得の格差だけでは

その生活における差はほとんど表れないというこ

とが言われております。まあコンピューターを買

わなければいけないということですが、これも今

大変安いコンピューターが出現しておりますし、

いつも画面にコマーシャルが出るということさえ

我慢すれば、無料で配布されるコンピューターも

出現しております。通信費用も日本はまだ高いと

言われておりますが、それでも現在急速に下がり

始めております。ですからある程度の初期投資、

数万円とか、数十万円程度の初期投資があれば誰

でもこの新しい社会に自由に参加できる。さまざ

まな便利な生活を享受するだけではなくてそこで

逆に新しい仕事を始めるということを考えても、

実は所得格差は影響しない、つまり大した資本な

しに新しいビジネスを始めることができることに

なりました。仕事をするという点でも生活をする

という点でも従来のように所得によって非常に大

きな差が出るということはなく、替わりにその社

会を自由に闊歩できるかどうかということによる

影響は大変大きくなりました。それをデジタル

ディバイドと言って、この７月に沖縄で開かれる

沖縄サミットではデジタルディバイドが最大の討

論の課題になると言われております。そういうこ

とは生じますが、従来のように社会の中で格差を

作ってきた所得というものが、依然として格差を

もたらすということはどんどん解消していくこと

になりました。

当然ですが、年齢もほとんど影響しないという

新しい社会が誕生します。これまで一般に、特に

日本の社会はそうでしたが、年功序列という概念

がありまして、若い間はなかなか大きな仕事がで

きない、高い地位につくことができないという社
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会でした。年が経つにつれて、だんだんピラミッ

ドの上の方に進んでいくという仕組みでしたが、

今この新しい社会では、だれでも良いアイディア

があり、それをうまく実行できれば、簡単に頂点

に到達できることになったわけです。ですから現

在、成功しているこの情報通信を使ったビジネス

をやっておられる方は、２０代とか３０代前半の方が

たくさんおられます。アマゾンドットコムの社長

のビゾスさんは、わずか３４歳でありますし、日本

で大変成績の良いインターネット通信販売をして

いる「楽天市場」の三木谷社長も、わずか３４歳で

す。もちろん１０代でも新しいビジネスをやってい

る、成功させている人はたくさんおります。例え

ば、まだそれほど有名ではありませんが、クララ

オンラインというサーバーの管理をする会社を運

営している家本さんという方はわずか１９歳で今や

大きな組織を運営していらっしゃいます。それは

一方大変高齢の方にも全く同じチャンスをもたら

すということだと思います。これまでのようにあ

る年齢になれば大体引退してというような概念で

はなくて、これも発想があり、デジタル社会での

能力を持っていれば、どんな高年齢の方でも同じ

ように対等の条件で社会に参画できるようになっ

てきました。

全く同じことですが、男であるとか女であると

かということもほとんど関係ないということです。

特に女性の場合には単なる社会的な習慣による差

別だけではなくて、出産育児ということにより、

大きなビジネスに参加するにはハンディキャップ

がありました。しかし今やSOHOと言われるよう

な家の中にオフィスを作り、時間があるときに少

し操作をするだけでビジネスができるというよう

な分野も次々と出現しておりますので、そういう

分野へ進出されれば、出産を控えた女性であれ、

小さい子どもの育児の最中の女性であれ、対等に

新しい社会に参画できるようになってまいりまし

た。

ではそのような格差がなくなっていくことに

よって一体、産業がどのように変わるかというこ

とをいくつか考えてみたいと思います。これは３

つあると思います。１つはマスという非常に多く

の人を相手にしていた商売から、１人１人を相手

にする商売へ変わるということが起こると思いま

す。同様にこれまでのように極めて計画的にさま

ざまな物を提供する、情報を提供するというビジ

ネスからディマンドがあったとき、注文があった

ときにビジネスが始まるという新しい方式に変わ

ることになると思います。これまでは社会の中に

物を提供するとか、サービスを提供するという分

野がどちらかといえば強い力を持っておりました

が、これから始まる新しい社会では、消費する側、

購入する側が強い力を持つようになると思います。

２つの例で具体的に紹介させていただきたいと

思います。今世界には５，０００以上の電子新聞とい

われるものが存在しております。日本でも２００以

上の電子新聞が存在しております。これは従来の

新聞とどこが違うかということですが、まず最も

わかりやすいのは２番目のところでありまして、

これまでの新聞は１日２回あらかじめ契約してあ

る場所にしか配達してくれませんでした。現在の

電子新聞は、自分が読みたいときに、アクセスさ

えすれば、いつでも最新のニュースを読みことが

できます。しかも場所はどのような場所にいても、

全く同じ条件で読むことができるようになりまし

た。あらかじめこの家で読むからといって毎日配

達してもらうのではなく、車に乗りながらでも、

飛行機に乗りながらでも、最新のニュースを読む

ことができるようになりました。それから日本の

場合は特に顕著ですが、大きな新聞、部数の多い

新聞は１日同じ新聞を１，０００万部とか数百万部製

造し、それを日本国内全てに配達するという仕組

みでありました。もちろん部分的に地方版では、
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ニュースは違うわけで、１部の内容は違いますが、

大きく言えば同じものを１，０００万とか８００万という

数を作って一斉に日本中に供給するという仕組み

でありました。ところが、電子新聞は、目次だけ

を見て自分の欲しい物だけを取り出すことができ、

それを理論的に言えば、読む人それぞれに全て違

う新聞を編集して送っているという形になること

です。つまり、大衆を相手にした情報提供から個

人個人を相手にした情報提供がこの電子新聞の世

界では始まるということになりました。それから

これまでは新聞社が、これは重大なニュースだと

いうことであれば、大きな活字で、しかも最も目

立つ１ページ目の頭にその記事をもってくるとい

う構成でありました。しかし場合によってはとい

うか、人によってはそのような記事に全く関心が

ない人もいるわけであります。今始まりつつある

電子新聞というのは自分の関心のあるものだけを

引っぱり出して読めばいいという形になりました。

受容する、読む側がイニシアティブを持つ新しい

形の情報提供が始まっているということです。

物の分野でも同じようなことが始まっておりま

して、昨年最大の売り上げを、最大のシェアを

取ったコンピューター会社はデルというアメリカ

のコンピューター会社です。この会社の今製造し

ているコンピュータの４割は、注文生産のパーソ

ナルコンピューターです。インターネットでデル

のホームページにアクセスして、自分の希望する

仕様を入力して、送信しますと、直ちにその情報

がマレーシアなどにある工場に伝わり、生産が開

始されるという仕組みになっています。それはど

ういうことかと言うと、あらかじめこのコン

ピューターを何十万台今年は生産して販売すると

いう計画ではなく、消費者が注文してきたときに

生産が始まるという、注文によるディマンドに

よってアクティべートされるような新しい生産シ

ステムが始まりました。もちろん無限の種類のコ

ンピューターを作っているわけではありませんが、

個人個人が注文する内容に応じて、１人１人に対

応するというマーケットを形成し、しかもその力

はどちらにあるかと言えば、むしろ注文する側に

あるという構造が出始めたということです。

これは実はよくよく考えてみますと、かつて産

業革命といわれた巨大な社会の変化は右側から左

側へ移るという変化をもたらしたものであります。

自動車で言えば、１人１人の注文に応じて１台ず

つ作っていた自動車ではなくて、あらかじめ社会

の中で今年は数十万台売るという想定でメーカー

側の意志で作った物が社会に供給されるという方

向に変わったのが、実は産業革命といわれたもの

です。今、このデジタルレボリューションが行お

うとしている変化というのは、もう１度それを逆

の方向に大きく揺り戻すということをやり始めた

のではないかと思います。

経済の仕組み自体にも同様の変化が起こってき

ております。１つはもはや規模が重要なのではな

くて、速度が極めて重要になるということです。

いかに早く、デシジョンメーキングをして、いか

に早く新しい仕事スタートさせるかということが

大変重要なことになってきました。それはなぜか、

今、世界で数億人といわれる人が、インターネッ

トに接続したコンピューターを利用しております。

多くの人たちがそれを使って何か新しいことをや

ろうと考えております。そうなりますと当然同じ

ようなアイディアは世界中のあちこちで一斉に思

いつかれているという状況になります。その中で

勝ち残るためには、いかに早くそれを実施するか、

その前にいかに早くそういうことを思いつくかと

いうことが非常に重要になります。

やや伝説的に語られている話ですが、アマゾン

ドットコムを始めたビゾスという社長はその典型

の方でありまして、ニューヨークのヘッジファン

ドの会社でいろいろなヘッジファンドの商品を
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作っていたときに、インターネットに関連するビ

ジネスだけが急成長をしているということに気が

ついたときに直ちにその会社を辞めて、次にどこ

で新しいビジネスを始めようかということで、西

海岸が良いということを決めて、そのために直ち

に引っ越しのトラックを呼んで、全ての家の荷物

をそのトラックに積み込みました。運転手には行

く先はまだ決まっていないので途中で連絡するか

らとにかく西へ向かって走ってくれと伝えて、自

分も奥さんと一緒に自動車で西へ向かいました。

その途中でコンピューターを駆使しながら、どの

ようなビジネスをやるかということを考えて、西

海岸へ到達する前に、本の販売をやることに決め

て、途中からシアトルの弁護士に電話してアマゾ

ンという名前の登記をしてくれるように頼んで、

その前にサンフランシスコに寄って副社長をスカ

ウトして、シアトルに着いて半年後には既にビジ

ネスを立ち上げたと言われています。そのように

次々と決断していくということがこの新しい経済

構造変革の中で成功する秘訣になってきたという

ことであります。

これまで私たちが情報にしろ、物にしろ、入手

するときには、非常に多くの中間の組織が入って

おりました。例えば新聞を考えますと、日本には

販売店という組織があり、新聞社は直接、家庭に

新聞を売るのではなくて、販売店に新聞を渡して、

その販売店がそれぞれの家庭に新聞を配るという

仕組みでありました。それから例えばコンピュー

ターを買うということでも、コンピューターを作

る会社が大きな問屋にコンピューターを渡し、そ

の問屋がさらに小さな問屋にコンピューターを渡

し、その小さな問屋が小売店にコンピューターを

渡し、そこから私たちは買うという仕組みでした。

ところが今、このデジタル革命で始まっているも

のは、その途中の段階を全て飛ばして、いきなり

作るところから全て入手するという仕組みが始ま

りました。例えば新聞は新聞社が持っているサー

バーから直接記事を自分のコンピュータに呼び出

して読むということになりました。デルコン

ピューターの例でお話ししましたように、コン

ピューターを作っている会社に直接注文すると、

そこで作られたコンピューターがいきなり注文し

たところへ届けられるという仕組みになりました。

これまで世の中にあったさまざまな流通といわれ

る分野が全てなくなってしまい、全てが作る、供

給する元にある企業と消費する個人との間で直結

するという新しい仕組みが出てきました。

最近日本で話題になっている面白い例は、小松

左京さんというSF作家がおられまして、これま

で千冊以上の本を書かれたわけですが、彼は自分

の全ての本をサーバーの中にデジタル情報として

入れて、注文を受けるとそれを印刷機でその場で

刷って簡単に製本して注文した方に送るという

サービスを始められました。しかもこれは本１冊

ではなくて、この章だけを読みたいというとその

章だけもちゃんと販売するという仕組みで、今、

販売し始められました。これまで本を買う場合は

一般に出版社は流通業者に渡し、その流通業者が

小売店に届け、小売店から私たちが買うというこ

とで、２段階余分にステップが入っていたわけで

すが、今小松左京さんが始めた本屋と言っていい

のかわかりませんが、書いた著者から直接読みた

いという個人に配るということが始まっておりま

して、まさに直接経済の典型的な例ではないかと

思います。

もう１つは実物の替わりにバーチャルな情報で

ビジネスのきっかけが始まることになりました。

今は例えば、リンゴを買うと言えば、私たちはリ

ンゴのある場所に行って実物をつかんで、これを

買いたいというふうに意志表示する仕組みになっ

ています。本も書店に行って実物を手に取ってこ

れを買うというかたちで入手しております。しか
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し、今始まっている新しい経済の仕組みでは画面

の上での仕様であるとか、画面の上での写真であ

るとか、簡単な説明であるとかをほとんどよりど

ころにして、実物を入手するということになって

います。もちろん最後にはリンゴが必要ですし、

最後には本が必要かもわかりませんが、そのビジ

ネスの基本というものは実物を媒介に、中間に置

いて行うのではなくて、情報だけを中間に置いて

行うというかたちに変わってきたということです。

これも大変大きな変化だと思います。

それからこれはなかなか一般的に言えませんけ

れども、生活する構造、環境というものも非常に

大きく変わってくるのではないかと思います。こ

れまでは規模の経済が社会を支配しておりました

ので、一般的に集中ということが良ことであり、

都市はどんどん巨大になるという方向に進んでき

ました。例えば東京は、明治１３年、今から約１２０

年前には日本全国で府県別で言いますと、１５番目

程度の人口規模、９６万人しかいない小さな単位で

ありました。石川県が１番で１８０万人、新潟県が

２番で１５０万人でありまして、東京という場所は

９６万人で１５番目でした。ところがそれ以来膨大に

膨れ上がって、今東京都だけでも１，２００万人以上

で断然１番の人口を抱える地域になりました。そ

れはこの百数十年間の間に、より大きなところへ

集中するという仕組みが工業社会の中で作られて

きたからでありますが、実は１９９０年代に入ってか

らどんどん分散ということが起こってきておりま

す。今、東京都だけでは人口は毎年わずかずつで

すが減り続けております。より広い首都圏といわ

れる単位では人口は今、ほとんどプラスマイナス

０という状態です。わずか減った年もありました。

その人口がより広範な範囲に、分散するというこ

とは同時に経済活動も分散するということであり、

情報革命、デジタル革命は進むにつれて、分散と

いうことが大きな社会の方向になってまいりまし

た。

それから情報が中心になることによって、経済

が非常に大きな主導力をもっていた社会から、文

化が大きな主導権をもつ社会に変わると思います。

これはサミュエル・ハンチントン教授の書かれた

『文明の衝突』も、同じような方向で書かれてい

て、今まで経済を背景にした武力が衝突する社会

でしたが、これからは文化が衝突する社会が来る

というようなことも書かれております。社会の中

で何が一番重要かというときに、むしろお金の力

ではなくて、文化の力が重要なものになるという

ことが言われ始めました。

それからもう１つは少なくとも産業革命以降の

社会は、ある意味で一定の方向に進んできました。

例えば、大都市にはより人口が集中するとか、国

家単位で考えれば人口は必ず増えていくとか、

GDPは必ず成長していくという方向で、社会が

一方向に進化してきましたので、過去の経験をエ

キストラフォレーとしてその先を想定した生活や

仕事を行えば、ほとんど間違えないということで

ありました。ところが、日本では１９９０年ころから

のバブル経済崩壊に関連してさまざまなことが全

く違う方向に動き始めました。例えば、１９９５年に

は日本の労働人口が頂点に到達し、今毎年数十万

人減少しております。あと５、６年たちますと日

本全体の人口も減少していきます。経済もかろう

じて公共投資によってプラスマイナス０程度に維

持されておりますが、これも確実に今後人口の減

少とともに縮小していくことになります。

開発ということはかつては大変すばらしいこと

と思われていましたが、今や開発はむしろ罪悪の

ように批判されるという時代も始まっています。

むしろ環境を保全するとか回復していくことが社

会の中で非常に重要になってきます。そうなりま

すともはや、過去の経験をそのままエキストラ

フォレーとして未来を予測するということはほと
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んどできないことになります。つまり経験が必ず

しも役にはたたない、有力な武器にはならないと

いう社会が始まろうとしています。何が大事か自

ら発見するということ、次は一体何かということ

を発見していくことが大変重要な要素になります。

個人にとっても組織にとっても、場合によっては

国家にとっても、新しい領域、フロンティアを発

見していくことが大変重要になると思います。

では最後に、一体そういう革命のために何を私

たちは準備しなければいけないかということをお

話しさせていただきたいと思います。当然ですが、

物理的な水準でのさまざまな用意はしなければい

けないわけです。例えば、携帯端末にしろ卓上の

コンピューターにしろ、装置がなければこの新し

い社会には参画できないということです。その装

置はネットワークに接続されていなければやはり

この新しい革命には参画できないことになります

ので、それを社会的に整備することは大変重要な

ことです。最近では非常に多く語られるようにな

りましたので、どなたもご存じかと思いますが、

日本の社会は今この点大変遅れておりまして、人

口当りのパーソナルコンピューターの普及では世

界で２１番目程度になっております。コンピュー

ターがネットワークに接続されている比率といい

ますか、量というのはこれも人口当りにすると世

界で２０番目程度にしかすぎないのです。そういう

状況では、この新しい革命が世界規模で進行して

いるところへ歩調を合わせるとか、その先を行っ

て進むことはできないので、これは是非やらなけ

ればいけないことです。郵政省はここ５、６年そ

のために膨大な予算を確保して推進しておられる

わけですが、まだまだ十分ではないということで

ありまして、この物理的な条件を整えるというこ

とが最初に大事なことになります。

２番目は新しい社会に対応して、制度を次々に

変えていかなければいけないと思います。例えば、

株主総会を電子会議でやることは技術的には現在

十分可能でありますが、商法を変えないとそれは

合法的ではないということになっております。そ

れから遠隔医療が技術的にも進んでおります。離

れたところでお医者さんが診断することが可能で

すが、これも医師法を変えないと完全な診断治療

にはならないのです。今までこのデジタル革命を

想定しない制度で社会は構築されておりましたの

で、これを極めて短期間に、今後デジタル革命が

起こる状態の社会の制度に変えていくことが、非

常に重要になると思います。実はこれも日本は大

変遅れておりまして、ある海外のシンクタンクの

評価があります。つまり新しい社会に対して社会

の制度がどの程度うまく転換されているかという

ことを評価したランキング表がありますが、日本

は多くの項目について１番低い地位かせいぜい下

から５番目とかという程度、例えば５０カ国程度の

調査結果によって、５０番目とか４５番目とか、その

程度の評価しかないという分野が大変たくさんあ

ります。新しい社会へ移行するためには制度も急

速に変化させないと、新しい社会には突入できな

いのです。

最後は、やはり精神を変えなければいけないと

思います。今、若い世代が最初にも申しあげまし

たようにこのデジタル革命の中で非常に成功して

いる場合が多いというのは、やはり新しい時代の

精神を非常に容易に受け入れられるという背景が

あるからだと思います。従来大変成功した、例え

ば、年功序列の組織の中で成功した方にとっては

新入社員がいきなり大きな権限を持つことには大

変精神的な抵抗感があると思いますが、そういう

抵抗感のままで組織を運営していくと結局組織全

体がうまく作動しないことになります。新しい従

来とは全く違う秩序で社会が動いて行くんだとい

うことを十分理解することが、実はデジタル革命

を推進するための大変重要な要件ではないかと思
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います。これも正確な指標があるわけではありま

せんが、日本はどちらかといえば遅れており、例

えば、B to C、B to Bと言われるエレクトロニク

スコマースを自由に使うことについて比較します

と、日本は大体アメリカの１５分の１程度の商い、

取扱量しかないというのが現在の状態です。その

背景はどこかというと、恐らく多くの方がそうい

う見慣れないなじみのないわずかの情報を送るだ

けでビジネスをするということに対して、まだ十

分な精神の状態が整っていないということではな

いかと思います。これを早く変えていく社会的な

仕組みを作らないと、かりに郵政省の努力によっ

て物理的な基盤が整備され、さまざまな役所の努

力によって制度が変革されても、その条件を駆使

して新しい社会を享受することができないのです。

この３つの基盤というものを、準備というよりは

むしろ改革していくことが今後私たちに課せられ

た課題ではないかと思います。

以上、最初にお話させていただくということで

極めて概念的な話をさせていただきましたが、今

後それぞれの分野のかなり詳しい方々がより詳細

な議論をされますので、そちらにバトンタッチを

させていただいて私の話を終わらせていただきま

す。どうもありがとうございました。

２ ザ・ソーシャル・ウェブ 【科学ジャーナリ

スト ハワード・ラインゴールド】

現在は変化の真っ最中であり、それらはあまり

にも大きく、あまりにも迅速で複雑なものである

ため、今ようやく見えてきた状況にあります。マ

イクロプロセッサー及びインターネットによって

こういった変化は可能になったのですが、これら

がそういった変化を引き起こしたわけではありま

せん。テクノロジーはあくまでも１つのプラット

フォームでしかないのであり、ほんとうに世界を

変えているのはピープルウェア即ち人です。

私のこのテーマに関する関心はごく個人的のも

のでありました。１５年以上前、私はサイバース

ペースの社会的な側面を発見したのです。私はほ

かの人たちとのコネクションを結ぶ方法を新たに

探していたわけですが、数年間かけてこれについ

てものを書き、勉強し、そしてこの現象について

講演してきました。私は以来参加者として、また

観察者として、また作家として、また発動者とし

て、そして起業家としても活動してきたのです。

そしてこれから私の申しあげる点は、ただ単にこ

のサイバースペースの社会の学生として学んだこ

とだけではなく、そこに住んでいる人間としてか

かわったことです。

自分にとって「バーチャル・コミュニティ」と

いうものはただ単に専門分野ではなく私が相当時

間をかけて実際に暮らしている場所でもあるわけ

です。コンピューターと通信網を結ぶことによっ

て、人間のコミュニケーションにとって、作り出

された新しい媒体です。この媒体の最もユニーク

な特徴は、人々がお互いに共通の関心があるため

に結ばれるということです。今、日本にいるおば

あさんとパリにいる高校生とロンドンに住んでい

るビジネスマンがお互いに会話を交わしているわ

けです。場合によってはある趣味に関して語り

合っているかもしれません。蝶を収集しているの

かもしれません。あるいはもっと深刻な高齢者の

面倒を見るとかあるいは疾病に関する対話をもっ
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ているのかもしれません。

１９８０年代初頭、私が実際にインターネットにア

クセスするようになる前、私は作家でありました

が、コンピューターと電話とモデムを使ってブリ

テンボードシステム（電子掲示板：BBS）にアク

セスしていました。そういったものはアマチュア

によって構成されており、どこかの寝室が使われ

ており、電話とパソコンを結び直接ダイアルアッ

プするような仕組みでした。アメリカにおきまし

ては５万以上ものBBSが存在していたわけですが、

私は色々な議論に数年間かけて参加しておりまし

た。BBSにのみアクセスしていた時代があったわ

けですが、そこで私が発見したのは、直接自分の

読者とコネクトすることができることです。通常

は記事を書いて、あるいは本を書いて、そして数

カ月後にあるいは数年後に人と会話をして、それ

を読んだ人と話し合うことがあるわけですが、そ

ういった意味では作家は読者から孤立しているわ

けです。しかしオンラインの場では、アマチュア

のブリテンボードシステムにおいても、ものを書

くというのは１つのパフォーマンスのようなもの

であり、１人１人がパフォーマーとしてお互いに

書く行為によって演技していたようなものです。

そして１９８５年、数年間こういったようなコミュ

ニケーションを行った末、私は「ウェル」という

コンピューターコンファレンスシステムをサンフ

ランシスコのベイエリアで発見しました。そして

私はいろいろな人と会話をもつようになったわけ

ですが、いろいろな方面に関するテーマについて、

共通の関心事を語り合ったわけです。ほとんど全

ての会話となるようなテーマ、通常は喫茶店ある

いはバーで語り合う、政治とか技術とかスポーツ

の話などをオンラインで交わしたわけです。当時

私は幼児の娘がいたわけです。そして他の親と私

は連絡し、そしていろいろ親に関するコンファレ

ンスをもったものです。

そしてそのプロセスの最初の段階におきまして、

私の妻は、コンピューターの前で私がかなりの時

間を過ごして、時として笑ったり、泣いたりして

いるのに気がついたわけです。他の人がだれもい

なかったにもかかわらず、そういったことを私は

していたのです。妻は理解できなかったのです。

ある晩、回虫を娘の頭で発見しました。特に医療

危機ということではないのですが、真夜中に回虫

が赤ちゃんの頭にくっついているのを発見したら、

誰かとコミュニケーションを図りたいわけです。

そこで妻は電話をかけて、我々の医師を呼ぼうと

したわけですが、深夜だったので留守番電話しか

出なかったのです。しかし私は「ウェル」にアク

セスして、そして親のコンファレンスにおいて１

つのディスカッションがあって、マイナーな医療

上の問題についてのテーマがあったのですが、こ

ういった回虫をどういうふうに取り除くかという

ことについて聞いてみました。そして現にそれを

治療することができたわけです。小児科医が実際

に連絡してくる前に、我々が対策をうつことがで

きたわけです。

そのようなサポートのネットワークを１日２４時

間活用することができて、細かい問題でも解決で

きたわけです。そこで私はほかの親に関心をもつ

ようになりました。彼らはコンピューター画面上

に文字を入力していたのですが、お互いに実際に

面と向かって会うことにしました。そこでピク

ニックを開きました。そのピクニックで実際に面

と向かって知り合い、お互いの子どもを紹介し

あったのです。なぜそれが意義あるものであるか、

なぜ私がこの場でこれを語っているかと申します

と、非常に強く、数カ月後にある反応があったの

です。１人の親が自分の息子のことをオンライン

で打ち明けたのです。ピクニックでその息子と

会ったのですが、白血病だという診断を受けたそ

うです。これは命を脅かす疾病ですが、非常に孤
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独感を感じるはずです。しかしその親は自分の感

情や自分の恐怖心をオンラインで公開し、我々は

感情的に彼を支えることができたわけです。何人

かのドクター、及びナースなどもいろいろ医療情

報をオンラインで提供することができたのです。

そして１９８５年においては、そういった現象につい

ては聞いたことはなかったのですが、今や医療支

援ネットワークというものが主要なインターネッ

トの活用形態の１つであり、世界的に利用されて

いるわけであり、これによって人々の医療情報の

入手の仕方が変わってきているわけです。またい

ろいろな医療機器のなかで、どうやって人がサ

ポートするかという方法も変わってきているので

す。その若い人は何年も病気だったのですが、少

し回復して、そのうちまた病気が再発して、彼は

亡くなったのです。お葬式ではかつてはコン

ピューターを通してしか彼を知ることのなかった

人たちも参列していたのです。

またそのコミュニティのある大人が病気になり

ました。その人と会ったこともない多くの人たち

が順番に彼女のところへお見舞いに行って、そし

て死を迎えるにあたって時間を共に過ごしたので

す。１人ぼっちではなく死を迎えることができた

のです。もちろん疾病あるいは死亡だけではなく、

そのコミュニティの中で数人愛し合うようになり

そして結婚した者もいました。そのために私は数

回お葬式にも参加したのですが、何回か結婚式に

出ることもありました。そしてそこで私は気づく

ようになったのですが、人々はそのようなコン

ピューター画面の障害というものを乗り越えて、

お互いに人間としてコミュニケーションしあうこ

とができるわけです。実際に物理的な世界におい

て人々が行っているのと同じように、コミュニ

ケーションをもつことができます。

インターネットは常に社会的な媒体であったわ

けですが、現在よく電子商取引の話が出てきます

が、確かにインターネットはビジネスもエンター

テインメントも医療も変革させています。しかし

これは１つのコミュニケーションの手段として３０

年間も使われてきたわけです。アルパネットを

１９６９年に構築したJ.C.R． リックライター、ロ

バート・テイラーなどといった人たちは、１９７０年

に、コンピューターが新しい人間のコミュニケー

ションのための媒体であると書きました。

インターネット及びウェブがこれだけ成長した

のは、人間と人間のコミュニケーションがあった

からこそです。１つ認識しなければならない点が

あります。現在オンラインに接続している大半の

人々はこのような社会的なメディアに最近参加す

るようになったのです。いろいろな媒体を使って

コミュニケーションをしています。E―メールを

出しています。いろいろなリストサーブとか、自

動的にメールリストに参加したり、あるいは何十

万というメールリストがあるわけですが、何十万

といういろいろなテーマについて取り上げている

のです。またチャットルームもあります。それか

ら即メッセージも送ることもできますし、またコ

ンピューター会議も行われています。昔のBBSと

同じようなものですが、しかしもっと高度なもの

になっています。それからMUE（マルティプル

ユーザーエンバイアロンメント：複数のユーザー

から構成されている環境）であり、そして１つの

環境というものを構築しお互いにエンターテイン

メントのためにそれらを共有して活用しているわ

けです。ウェブは確かにインターネットに対する

グラフィカルインタフェースであるわけであり、

そして人々が商取引を行う場でもあるわけであり、

エンターテインメントもまたジャーナリズムが行

われている場所でもあるわけですが、しかし主に

社会的な環境であるということを認識しなければ

なりません。そしてコミュニケーションのための

媒体というものはそのものが非常に急速に変化し
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ているのです。チャットルーム、メッセージボー

ド、インスタントメッセージとかリストサーブと

か、それから音声による通信もビデオ通信も可能

になってきたのです。これらは全て収斂しようと

しております。そして今新しい形態の人間のコ

ミュニケーションというものが毎日台頭している

現象が見られるのです。

しかし、我々がいかにしてこういったテクノロ

ジーを使うかという知識、即ち社会的なリテラ

シーというものはテクノロジーよりも遅れており

ます。我々の道具ツールのほうが、我々のそう

いったものを活用する知識よりもめまぐるしく早

く変化するわけです。ネットエチケットの道徳観

とか、あるいは協力する方法とか、あるいは効果

的な新しいメディアの活用方法とか、あるいは新

しいメディアの乱用を避ける方法というものは十

分に早く学ばれていないわけです。このような

ウェブの展開というものは商取引によって進んで

いるわけですが、コミュニティは自由なところで

もありますが、１つのマーケットであることも間

違いないわけです。そしてコミュニティとかいろ

いろな編集上のコンテンツとか、あるいは商取引

なども今やまだ名前のついていない１つのものに

収斂しようとしています。

さきほどの講演者がおっしゃったようにメディ

アというものは少数同士あるいは１対１のメディ

アではなく、多数対多数の時代に突入しているの

です。そして今までのコミュニケーションの媒体

が持っていなかったような力を持っているのです。

そしてこれによって深く全ての制度を変える可能

性があるわけです。あらゆるデスクトップ及び近

いうちはあらゆる携帯端末も１つの印刷機のよう

な役割を果たすことができます。そして１つの放

送局の役割を果たすことができるわけであり、市

場でもあるわけです。そしてコミュニティーセン

ターでもあるわけです。そして市場というのは社

会的な現象であり、テクノロジーは政治的な側面

を持っていることがわかってきたのです。それに

ついてはまた後でお話ししたいと思います。

いずれにしても、ネットによってイノベーショ

ンが増幅されます。即ちイノベーションを広く配

布するわけです。パソコンは１つのイノベーショ

ンのためのプラットフォームであったわけです。

ただ単に人々が新しい芸術を作るための媒体ある

いは新しいビジネスの形態を作ったり、新しい科

学やエンジニアリングのやり方を作るための基盤

だけではなかったのです。新しいビジネスを構築

することができました。ビル・ゲイツはマイクロ

ソフトをこのプラットフォームを元に発展させる

ことができましたし、また何千というイノベー

ションをする人たちも同様に事業を発展させるこ

とができました。しかしインターネットはただ単

にイノベーションを作り出すためのツールではな

いのです。１つの流通のための媒体でもあるわけ

で、即いろいろなイノベーションを世界のあらゆ

るところに配布するための手段でもあります。

その良い例としてウェブが挙げられますが、例

えばスイスの学者が、１つのサイトと別のサイト

を結ぶようなことができ、画面上でテキスト及び

画像などを表示することができるソフトを開発し、

それをインターネットに展開したのですが、その

前はインターネットというのは文字のみだったの

です。しかも１つのサイトと別のサイトをリンク

することができませんでした。しかしそのソフト

を配布し、また別のグループの人間がナショナル

センター・フォー・スーパーコンピューターアプ

リケーションという研究機関においてモザイクと

いう最初のブラウザーを作りだし、無償でそれを

提供したのです。何百万人もの人たちはそれをダ

ウンロードし、１９９３年の数カ月の間にそれだけ広

がってウェブというものが実現されたわけです。

インターネットは主にコンピューターを知り尽
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くしている人たちにとっては何十年も前から存在

していたのです。しかしグラフィカルインター

フェイスによってパソコンが、コンピューターエ

ンジニアでなくても利用できるようになったのと

同じように、ウェブの登場によってインターネッ

トがエンジニアでない人たちもアクセスできるよ

うになりました。電子商取引もウェブで展開され

るようになりました。そして毎日毎日新しいイノ

ベーションがウェブを経由して配信されておりま

す。MP３によって音楽あるいはエンターテイン

メントの新しい配信の方法が表れてきました。ま

た新しい知識の共有の方法あるいはいろいろな知

識を生成する方法というものが出てきたのです。

そして無償でこのようなツールが提供されており

ます。これは今まで存在していた経済とは違った

１つの変化です。

ネットスケープ社は無償でブラウザーを提供し

ておりました。そして誰でもチャットルームある

いはメッセージボードを構築することができます。

無料でこれを実現することができるのですが、そ

の際にはオンラインで提供されているツールを

使って構築することが可能です。しかしこういっ

たツールを知ることは価値のあるものです。そし

てもしイノベーションを作りたいということであ

れば、そしてウェブを活用するのであれば、ウェ

ブ上で生活をしなければなりません。もし、バー

チャルコミュニティを育成したいということであ

れば、実際に参加することがどういうものである

かを自分自身で体験しなければなりません。

現在、歴史上初めてこれだけの知識財産という

ものを蓄積しているのです。そして電子商取引あ

るいは大きな経済変化というものが見られますが、

またマスメディアの変革、エンターテインメント

の変革、そしてそのほかの強力な変化が、いろい

ろな制度で起きています。しかしそれらが原因で

はなく、変化の結果としてまた知識における変化

の結果として表れてきているのです。こういうプ

ロセスは長年続いてきました。しかし今ようやく

それについて意識するようになりました。

話し言葉によって個人がほかの人に対して自分

自身が学んだことを伝えることができますが、ア

ルファベットによって知識を高度化することが可

能になりました。そしてそれを時間や空間を越え

て運ぶことができました。人々に教えるのに、同

じ場所にいなくても良いのです。また何百年先の

将来の人に対して教えることができるのです。毎

回こういった知識ツールが作られますと、人間の

知識資産が大きくなりました。この知識資産とい

うものが利用できるのは、それを作った人だけに

限らずだれでもが利用できます。集団的な企業、

これによって現在我々はこの立場まできました。

それらはこの知識資本に基づいて作られています。

印刷機、今ではインターネット、これによって全

ての人々が知識を作ったり、共有したりすること

が可能になりました。経済的な富と政治的な自由、

これが知識資本から成長していきました。これは、

このような思考ツールを使って人間が作ったもの

です。ほかの人が作った思考ツールを使って作り

ました。

インターネットは直接的に知識資本の作成、共

有を増幅化しています。ほかの変化、どういうこ

とが起こっているかを理解するためには、知識資

本がどのように成長していくのか、またどのよう

に蓄積するか、そして共有されるかを知らなけれ

ばなりません。私は何年にもわたってバーチャル

コミュニティに参加し、またバーチャルコミュニ

ティについてものを書くこと以外にも、バーチャ

ルコミュニティを作ることにもかかわってきまし

た。時には社会的な理由がありました。また時に

は商業的な企業として作ってきました。

今では、より多くの企業がバーチャルコミュニ

ティを作ろうとしています。この中の企業のいく
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つかは成功するでしょう。しかしそのほかの多く

の企業は成功しません。まず最初に、企業が理解

しなければならないのは、バーチャルコミュニ

ティのスポンサーとなるための理由です。全ての

企業に理由があるのではないからです。数年前の

ことでした。エレクトリックマインツという企業

がありました。我々の会社だったのですが、我々

のほうはIBMと契約をしてバーチャルコミュニ

ティを作ろうということになりました。これは

チェスをするコンピューターであります。ディー

プブルー２という名前が付いていました。このコ

ンピューターが世界チャンピオンのゲリー・キャ

スパロフとチェスをするというのです。バーチャ

ルコミュニティ、これはほんの数週間存在しただ

けだったのですが、５万人の人が登録してそれに

参加しました。何十万もの人々がそれを見ました。

何百人の人々が何十カ国からその討論に参加しま

した。IBMがこのバーチャルコミュニティを作ろ

うとした理由ですが、それは彼らのIBMブランド

を拡張するためでした。ウェブ上の新しい参加者

というのは、メインフレーム時代の古い会社だと

認識していたからです。つまりIBMのブランドを

新しいものと結びつけたかったわけです。ですか

らリスクを負ったわけです。バーチャルコミュニ

ティを作って、ブランドを拡大しようというリス

クを負ったわけです。

そのほかの企業でバーチャルコミュニティを

作ったところの理由は、人々を市場に引きつける

ためです。つまり品物やサービスをE―コマース

を通して販売しようとしたものです。アメリカの

２つの例があります。ペットピアとプラネット

RXという２つがあります。ペットピアはバー

チャルコミュニティで人々が入ってきて、犬や猫

の話をすることができます。あるいは小鳥やペッ

トの、また病気や訓練について、また赤ちゃんに

ついて話をすることができるバーチャルコミュニ

ティです。この企業はペットフード、その他の品

物や商品を売っているのです。もう１つの例プラ

ネットRX、こちらのほうは病気について人々が

話せるところです。治療法について、医療情報を

得られるところです。この会社は医薬製品をE―

コマースを通して販売しています。

もう１つのやり方としましては、企業として一

緒にネットワーキングをしたい、お客さまとネッ

トワークを結びたい、また付加価値再販会社

（VAR）とネットワークを結びたい、サプライ

アーとネットワークを結びたい、つまり会社の外

の人々とネットワーク、その企業を支援するほか

の人々とのネットワークを作ろうという会社も

作っていきます。最も重要なところとしましては、

企業によってはオンラインシンクタンクを作ろう

としています。内部、社外の人々が知識資本をこ

のディスカッションを通して作れるようにする場

です。

企業にとっての大きな危険の１つ、バーチャル

コミュニティの危険としては、メッセージを制御

しきれなくなってしまうということなのです。

IBMのような会社は何十億ドルという年間予算を

広告、マーケティング、コミュニケーションにか

けています。これによって全ての言葉を管理して

います。全てのイメージをコントロールしていま

す。この予算の中からです。バーチャルコミュニ

ティを開始しますともう人々が何を言うかという

ことに関してはコントロールできません。例えば

コンピューターがこのチェスのチャンピオンに負

けたらどうでしょう。人々が言うことをコント

ロールしません。つまりコミュニティというのは

権力を分散化します。バーチャルコミュニティを

スポンサーリングしたいという企業は、そのよう

なコントロールはあきらめる準備ができていなけ

ればなりません。企業で直接バーチャルコミュニ

ティから儲けられると考えている企業は失敗しま
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す。企業でバーチャルコミュニティを使ってマー

ケティングの手段とする、そしてブランドを強化

する、またお客さまから学習する、またお客さま

が彼らから学ぶという、そういった態度のところ

は成功していきます。

そこで基本的なところを押さえていく必要があ

ります。社会的なサイバースペースを作るのに成

功するための基本です。まず最初に人々がコミュ

ニティに参加するのは何らかを共有しているから

です。何らかの興味を共有しているからです。例

えば犬の特殊な種類を出産させている、あるいは

特別な病気を看護している、あるいはある種の

ネットワークを作っている特別なエンジニアだっ

たりします。そのような親近感がなければ、人々

はコミュニケーションをお互いと始めたりはしま

せん。先ほど私が申しあげたとおりです。この媒

体によって人々は自分たちの共通の項目や興味に

ついてコミュニケーションを図っていきます。異

なった媒体には異なった社会的な手段があります。

この社会的な手段と申しますのは人々が知識を取

り込む方法です。

例えばチャットルームの例ですと、ここでは

人々のコミュニケーションは瞬時に行われます。

同時に行われます。非常に短いメッセージでコ

ミュニケーションが行われています。BBSあるい

はコンファレンシングシステムの場合は人々が会

話をしていきます。書かれた会話をしていきます。

これは何カ月も続いていきます。この中には長い

コミュニケーションが入っていきます。チャット

ルーム、ウェブコンファレンス、リストサーブ、

インスタントサービス、ビデオ、音声、これらは

全て複雑なメディアエコシステム、メディア体系

の１部になっています。我々は今それぞれの部分

がどのようにお互いと関係づけられているか、

人々がどのように使っていくのかということをわ

かり始めたにすぎません。

チャットルーム、ソフトウエア、ハードウエア

でそれをサポートしているのですが、これらは最

も見える部分ですが、最も重要なバーチャルコ

ミュニティの部分、成功の最も重要な要因という

のは、社会的なインフラです。あまり外からは見

えない部分です。社会的な契約、人々の間の契約、

どのように行動を起こすかという約束、ネットエ

チケット（ネチケット）、そして技能を持つ進行

役、どのようにして良い会話をオンラインで進行

させられるかをよく知っている人々です。またオ

ンラインの図書館員、規範そして習慣、協力型協

調型の問い合わせ、知識収集という規範や習慣、

ピープルウエアによってコミュニケーションウエ

アの価値、ハードインフラの価値が出てくるので

す。

場所と物、これがメディアと知識に変わってい

きます。近い将来オンラインの学習コミュニティ

が学習者と教師を世界中で結びつけて行くと思い

ます。経済モデルとインターネット型の学習と場

所型の教育機関との関係、つまり従来型の教育機

関との関係はまだ明確ではありません。遠距離学

習の市場はまだ台頭してきたばかりで混沌として

います。しかし教育された、そして継続して学習

する人々というのは必要です。これらの人がグ

ローバルな知識エコノミーを推進していきます。

今までの子どもの教育は事実を頭の中に押し込ん

でいきました。そして学校を出ますと、そういっ

た事実を使って社会的な役割に適合しました。そ

して仕事を遂行していったわけです。変化の速度

が非常にはやくなりました。ですから卒業する時

までには、そのように学習したものがもう十分で

はなくなってしまうのです。人々にはどのように

学習するかということだけしか教えることができ

ません。というのは一生涯新しいスキルを学んで、

変化の早さについていかなければならないからで

す。
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知識資産、これがきちんと進行されたオンライ

ンの対話から出てきます。これが知識エンジンに

なります。これはちょっと抽象的ですが、しかし

まもなくこれが全ての企業の本質的な部分になっ

ていくと思います。最も大切なのは自由であり、

自由より重要なものはないからです。公共の場、

つまり市民が意見を交換し、知識を共有していき、

また課題について討論をします。これは民主主義

の将来にとって基本的なものです。そして民主主

義が基本となって経済市場の健全さが生まれてい

きます。技術が存在しています。そして人々はも

う既にマルチメディア、多数対多数の学習環境を

実験しています。

このスライドはある種の将来のオンライングラ

フィカルインターフェイスのビジョンです。学習

環境のものです。私がこれを作りましたのは５年

前のことでした。これはテレコム９５のジュネーブ

であった展示会でNECのスポンサーで行いまし

た。彼らのほうから私のところに学習の将来像を

作ってくれと言われましたので、私は将来を見据

えてみました。どんな学生でも検索することがで

き、他の学生を捜すことができ、また先生も探す

ことができ、同じ興味をもつ人を捜すことができ

ます。そしてインターネットを通して一緒につな

がりをもつことができます。ただ単に情報入手の

ためだけではありません。ディスカッションに参

加するためでもあります。

ビデオイン、ビデオアウト、ライブビデオとい

う方法で先生を求めていきます。オンラインの

コースを見つけます。ラウンドテーブルディス

カッションを求めていきます。メディアのアーカ

イブ、興味対象の分野に関連のものです。そして

ほかの人々が興味を共有しています。カテゴリー

を見ることができます。例えば音楽、科学、政治、

文化、ビジネス、芸術、そしてこれをさらに細か

いトピックに分けることができます。例えば文化

ですと、仕事、映画、スポーツ、ペット、ファッ

ション、車のことを話すことができます。また自

分自身のカテゴリーを作ることも可能です。これ

がこのモデルの本質的なところです。つまりカリ

キュラムが先生から学生へ渡されるものではなく

て、一緒にお互い共同して作っていくものなので

す。ことわざがあります。「教育は注ぐことでは

ない。しかし添加することだ」。これが情報のコ

ンテナーということではなくて、コミュニケー

ションのポータルになっています。さらに深く

入っていきますと、どのように学生がコミュニ

ケーションをするのか、特定のトピックを話して

いる人のグループが見つかった後、どのように

入っていくのかなのですが、こちらのほうは非常

に９５年の時点では将来的なものでした。これらの

全ての要素は現在存在するものなのです。ですか

ら１年以内に皆さまもこのような環境を見ること

になるでしょう。ビデオイン、ビデオアウトがあ

ります。そしてまた機能としてポスティングをす

ることができます。掲示板スタイル等でポスティ

ングすることができます。それぞれのポストの中

にスチール写真やあるいは図を入れることができ

ます。これをクリックしますとアニメ化すること

ができます。またビデオやこのようなリンクにビ

デオストーレッジをつなぐこともできますし、離

すこともできます。またチャットも同時に進行さ

せることもできるのです。テキストチャットもで

きますし、あるいはオーディオビデオの同期通信

を行うこともできます。マルチメディアの非同期

のコミュニケーションもすることができます。ま

た別の分野へ変わることもできます。別のトピッ

クを話している別のところへいつでも行くことも

できます。これの基本的となる社会的なインフラ

の中には先生や学生がほかの人またほかの情報と

つながることができなければなりません。協調型

のフィルターリングで同じような学生、教師を集
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めることができます。

しかし将来の経済モデルのベースはまだ明らか

ではありません。これは民間の企業になるのか、

そこがお金を出すことになるのかあるいは公共の

団体になる、例えば公共学校、公立高校、公立学

校のようになるのか、つまり納税者が政府を介し

てサポートするものになるのか、これはまだわか

りません。これが最も重要な現在の課題だと思い

ます。これをどのように資金提供していくかとい

うことです。１つ非常に明確になってきたことが

あります。それは地理的な地域と国で言えば、

人々の教育ができるところ、そして学習する社会

を維持するところが将来繁栄していくでしょう。

どこかの国家かあるいは地域が投資をすると、そ

してこのようなツールに対してのアクセスを提供

しますと、また先生にお金を払ってこれに参加し

てもらうとしますと知識資本が形成されますから、

非常にその投資は報われることになります。

知識コミュニティが現在台頭してきています。

先ほど説明しましたように、文明が進歩しました

のは知識コミュニティがあったからです。およそ

１万年です。農業の始まりから産業革命があって、

そして現在では情報領域ということになっていま

す。しかし今までは意識していませんでした。経

済の進歩についての知識の要素についてあまり意

識はしていませんでした。コミュニティの記憶、

一緒になって学習を蓄積すること、そしてほかの

人がそれを利用できるようにすること、またコ

ミュニティの強化環境、あるいは拡大環境、新し

い規範、対話の規範、これによって知識の修正が

進みます。また自己革新型のコミュニティでは新

しいツールを使って新しいやり方で、学習したも

のから新しいツールを作って行きます。こういっ

たものは、台頭する知識コミュニティの１部です。

ナレッジ・マネージメントというのは単にソフ

トウエアだけではありません。そこには理論、

ツールまたスキル、技能というものがかかわって

きます。また制度や役割や、システムまたプロセ

スがかかわっています。１９７０年代にはダック・イ

ンゲルバルトがマウスを作りました。そしてその

ほかの近代的なパーソナルコンピューターが構築

されました。その頃これは知識強化ワークショッ

プと呼ばれたのです。このワークショップにおき

まして新しいメソッド、新しいツールを試行して

みて、そしてそれをトライしてみる、自らそれを

実践してみるというものでした。今日、ますます

多くの企業がエグゼクティブのポジションの人た

ち、チーフ、ナレッジオフィサーというタイトル

の人をもつようになりました。ナレッジマネージ

メントでよく言われることとして、企業における

最大の重要な資産は１日が終わったときに会社を

離れていく、人間資産であると、人が持っている

知識こそがアセットであると、これをソーシャル

ノーム、社会規範と言っているわけです。つまり

人々の経験や知識というのが企業の中の最大の資

産であると言われています。意識的に、人々が一

緒に学習するより良い方法をデザインすることが

できるでしょうか。またこの知識の共有化をする

方法を模索することができるのでしょうか。誰が

何を知っているのか、どういう知識を持っている

のか、どの人が知っており、どのようにしたら別

の人に言って何を知るべきかその知るべきことを

知ることができるのか、これをソーシャルメタナ

レッジと呼んでいます。社会的なメタ知識という

ことです。

ナレッジコミュニティというのは生育させる、

構築させることができるのだということがやっと

わかってきたところです。多くのこういったナ

レッジコミュニティはボランタリーコミュニティ

です。つまり任意にお互い同じ関心を持っている

人たちが一同に会する集合体ということです。政

府の機関であるとか、そのほかの企業といった団
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体におきまして、知識、ナレッジというのは社会

現象であると見なされるようになっています。サ

ブスタンス、ものではないのだ、社会現象なのだ

と考えられるようになってきています。

最後にお話ししたいこととして、ぜひこれを覚

えておいていただきたい重要な点があります。民

主主義というのは単に投票権を意味するものでは

なく、先ほども言いました技術というのは政治的

なもので、特にコミュニケーションテクノロジー

は政治的なものです。つまりデモクラシーは市民

と市民がお互いにコミュニケーションできること

が基本となります。そこで１つ理解しておかなけ

ればいけないことがあります。つまり自らを支配、

統治するために人々は知識を持っていなければい

けません。印刷機によってデモクラシーが生まれ

たわけではありません。人々がきちんとものを読

む能力があって初めてその印刷機による知識とい

うものが生まれたのです。確かに印刷機がデモク

ラシーの１つの引き金になったということができ

ます。つまり、火薬の役割が果たされたのです。

それからまたこの火薬の役割を果たした上で今度

は放送技術であるとかマスコミというものが政治

社会の中で重要な役割を果たすようになりました。

そして例えば、広告をうつ、CMをうつこと、ま

た落下傘を使ってみんなの注意を喚起するという

こともなされたのです。人々に伝えるということ、

そのパワー、そして人々に対する影響力を醸しだ

し、そして人を説得するということがずいぶん放

送やマスコミによってなされるようになりました。

しかし今やその先をきているのです。つまりイン

ターネットによって全てのウェブサイトを配信す

る、そこから知識を得ることが容易になりました。

チャットルームなどを通じてウェブサイトでいろ

いろとお互いにやりとりをすることができるよう

になりました。また今日見たビデオの放送などに

関しまして、お互いに情報を共有することができ

るようになりました。このようなインフラストラ

クチャーによりまして多数対多数、メニートゥメ

ニーのコミュニケーションがなされるようになっ

てきて、これこそインターネットが実現したこと

です。知識というもの、人々の理解というもの、

そして人々がどのようにしてこのチャンス、オポ

チュニティを使うことができるのかということが

重要です。これはまだまだ十分に認識されていま

せん。というのは経済的なインセンティブが足り

ないからなのです。人々がこのデモクラシーの中

で知識を得るということによって得られるメリッ

トが明確になっていないからです。このような点

に関するアクションというのは例えばアマゾンと

かヤフーなどの例がありますが、まだまだ彼らは

周辺に置かれれているわけで、中心ではありませ

ん。ただその実験的な試みというものはたくさん

なされるようになってきています。多くの国々に

おいてこのような実験がなされてきています。イ

ンターネットを使うという試みです。趣味に対し

てパワーを与えるということです。かつてこのブ

ロードキャストの放送の時代に失ったパワーを市

民が取り戻すことになるわけです。そこで皆さん

ぜひ考えていただきたいと思います。単にMP３

をダウンロードするだけではなく、本を買うだけ

ではなく、まさに民主主義を強化するということ

のためにいかにこのテクノロジーを使っていくの

かということを考えていただきたいと思います。

あくまでもこれは経済的な活動、企業の活動と思

われるかもしれませんが、市民が教育されること

なくしてデモクラシーはあり得ない、自由という

のがその中で最も重要な要素なのです。国家の存

続のために重要です。ありがとうございました。

議事録３ パネルディスカッション

テーマ：激動するメディア変容にどうかかわるか

コーディネーター：小林宏一
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（東京大学社会情報研究所教授）

パネリスト：竹村真一

（東北芸術工科大学助教授）

：長屋龍人

（NHK放送文化研究所研究主幹）

：浜野保樹

（東京大学大学院助教授）

：ハワード・ラインゴールド

（基調講演者）

：百瀬いづみ

（デジタルクリエイター）

小林：これから４人の日本人パネリスト、それか

らアメリカからお越しいただいたラインゴールド

さんとともに、先立つ二つの基調講演を踏まえ、

２０１０年ぐらいを１つのめどとして、このころの生

活者は、今の変化プロセスの延長線上でどんな環

境の中でどんな情報行動を営んでいるのか、ある

いはそこで生ずるであろう可能性、問題性は何か

を論じるかたちで進めたいと思います。本日は主

催者の予定を越えて大勢の皆様方がご参加いただ

いているということですが、これはやはり昨今、

今日これから論じようとすることに関するいろい

ろな社会現象が頻繁に表面化し、多くの人々の関

心を引いていることが背景にあるかと思います。

具体的な名前を挙げませんが某世界的電子メー

カーが明日待ちに待ったゲームマシンを発売する

けれども誰も買えそうもないとか、オウム真理教

がやっていたソフト会社が政府の中枢機能にかか

わるソフトを作っていたとか、あるいはクラッ

カーによってこれまた中央官庁ないしその関連機

関のサイトが攻撃されるとか、新聞、テレビ等を

通じて、この手の話題が取り上げられない日はな

いという状況が日本に出てまいりました。情報化

過程総体のスピードが加速化するなかで、日常生

活領域での情報化が、これからしばらくの間をど

ういうふうに推移していくかについて、今日は議

論をしていこうと思います。

これから次のようなかたちで議論を進めてまい

りたいと思います。まず、４人のパネリストの

方々から着席順にご発言をいただきます。その時

お話いただきますのは、我々を取り巻くメディア

環境、情報環境がこれからどう変化していくのか、

そういう変化の中で１人１人の生身の生活者がど

ういうふうな状況下におかれ、どういうふうな振

る舞い・行動をしていったらいいのか、あるいは

行動することを期待されているのかについて、そ

れぞれ得意とされる領域にかかわらせてお話をし

ていただくことから始めたいと思います。

その後、４人のご発言を受けてラインゴールド

さんからコメントをいただき、そのあとは、先立

つ発言からいくつかの論点を絞り込んでディス

カッションしていくというかたちで進めたいと思

います。まずパネリストの皆様方からのプレゼン

テーションをいただきたいと思います。それでは

最初に長屋さんのほうからご発言をいただきます。

長屋：最初に「デジタル・ミレニアム時代の生活

者像」という話を聞いたときに何という良いタイ

トルだろうと思いました。デジタルだとかマルチ

メディアの話はお金を儲ける話ばかり、E―ビジ

ネスは儲かるぞとか、株価が今高いぞとか、そん

な話ばかりで、実際このデジタルという技術がこ

こ１０年なら１０年、本当に生活者にとってどういう

意味があるのか、生活を変えていくのかというこ
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とについての議論はほとんど行われていない。私

はマスメディアの出身ではありますが、後半の議

論の中で今のデジタル状況を議論するセッション

がありますので、「デジタル時代の放送がどうな

るか」というようなことはそこで議論することに

して、私自身は「デジタル技術を使ったライフス

タイルというようなものがどういうふうになって

いくのか」、とりわけ現在言われているデジタル

技術とりわけIT技術の利用方法について、

ちょっと情報政策というか情報基盤の整備という

か、そこのところにみんなの関心が行きすぎてい

て、本来ならばデジタルの技術でもっといろんな

ことができるのにちょっと視野が狭すぎるという

か、限定されすぎているのではないかという印象

を持っておりますので、そんなことをお話しさせ

ていただきたいと思います。

まず、端的にデジタル時代でどれだけの情報が

増えていくかということをおさらいしておきます

と、ほぼ３０年間にわたって地上波だけで放送をし

ていたときには大体年間５万時間ぐらいの放送を

やってCS放送が始まって３０万時間ぐらいの放送

になって、デジタルの衛星放送が始まって大体

３００万時間ぐらいの放送になりました。今年の暮

れからデジタルハイビジョンの７チャンネルをは

じめとする放送が始まってくるということで、今

現在大体４００万時間ぐらいの放送量かと思います。

インターネット放送という形でさまざまなサービ

スが既に行われていますので、現実にライブかど

うかという問題は若干ありますが、インターネッ

トを含めれば恐らく年間で１千万時間ぐらいの放

送サービス、放送類似サービスというのは現実に

既に行われているのではないかと思います。

ところが実際人々が放送を見る時間というのは

１日３時間２８分。年間で１，２００～１，４００時間という

ことですから、需要と供給のバランスから言うと、

極めて供給の多い形になっているわけです。こう

いう極めてたくさんの業者が進出している中でほ

ぼここ１０年ちょっと１５年ぐらいの間、ここに書き

ましたように５つの闘争が進行したというふうに

思っているのです。

それは伝送メディアにおける無線と有線の闘い、

財源においては広告放送と有料放送の闘い、編成

方式においては総合編成と専門放送の闘い、選択

の仕方についてはファミリー選択型のものと個人

選択型のものとの闘い、それから国内の放送と海

外の放送との闘い。大体この５つのベクトルでほ

ぼ１５年間今までメディアは闘ってきたと思います。

ディズニーがネットワークを食うとか、アメリ

カンオンラインがネットワークを食うというよう

な大きな動きというのはいずれも、はじめは小だ

と思われていたものが大を食うという、そういう

大きな流れであろうかと思います。この傾向は当

分止まらないだろうと思います。しかも今ある１

千万時間の放送というのは最終的に利用者や視聴

者が何を選択するのか、何にお金を払うかという

その選択の結果を求めた闘いが今なお続いている

ということだと思います。恐らく私は技術的には

いろいろな新しい機器が出ていますが、１０年とい

う視野で見れば、それを利用するしないにかかわ

らず、恐らくインターネットとモバイルとサー

バーの結びついた、そういう形のもので一定限の

情報にアクセスできる、受容できるという形にな

るのはほぼ疑う余地がないと思います。そういう

のを私は人間の中枢神経に思うように情報が集め

られるという意味で「ニューロビジョン」と言っ

ていたのですが、「ビジュアル携帯統合端末」だ

という形になるかと思うんです。これがここに前

に述べました５つの闘いを繰り広げながら、つま

りこの１０年間で何が勝ち組になるのか、負け組に

なるのかという闘争をしているというのが現在の

姿ではないかと思います。

問題はこういうような戦いの中でコンテンツに
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何が起こっているかですが、コンテンツは大きく

言って３つの方向に今、分化が進んでいると思い

ます。１つは時間性のサービスです。生でやるも

の、アーカイブでやるもの、あるいは時差再生で

やるもの、時間性のサービスが様々になっていま

す。それから空間性のサービスというのはまずあ

なただけに見せますよ、あなただけは特別ですよ

と言いながら、対象を限定し、空間を固定しなが

ら見せていくという時間差、有料型の放送のサー

ビスです。それとこれは面白いから高いですよ、

と言いながら情報や感覚を商品化しながらやって

いくサービスがあります。この３つのサービスの

類型がさっき言いました５つのフェーズごとに闘

われているという状況になっていると思います。

その結果既存の放送というものは明らかに多チャ

ンネル化の中で、一定限浸食を受けながら、その

かわり利用者にとってはきめ細かいサービスが受

けられるようになり、モバイルの小さな端末でも

ニュースの速報に接せられるようになるというす

ばらしい状況が一方で発生しているわけです。

こういう状況の中で果たして今後１０年ぐらいデ

ジタルミレニアムの生活者像がどうなるかという

ことをちょっと考えてみたいと思います。デジタ

ルの本当の衝撃を今語ることは、逃げるわけでは

ないけれども、ものすごく難しいのではないかと

思います。今みんなが思っている衝撃「I―モー

ドすごい。インターネットすごい」こういうふう

に思っている衝撃は今感じている衝撃で、もっと

もっと構造的ですごい衝撃がまもなく来ると私は

思っています。それは例えば洗濯機が現れたとき

に洗濯機が現れると、汚れが落ちるからものすご

く良いやとこういうふうに単純に実は思っていた

のですが、洗濯機は汚れを落とすだけではなくて、

女性を洗濯という労働から解放した、女性に自由

時間を与えた、女性が社会に進出した、女性が働

きはじめて収入を得ることによって女性の地位が

向上した。

つまり初めは洗濯機だと思っていたのだけれど、

洗濯機が作り出した１日１時間もしくは４５分の洗

濯時間を節約するという機会は驚くべき社会変革

の要因になったのです。今起こりつつあるデジタ

ル時代の衝撃は、こんな生やさしいものだとは私

は思わないのです。洗濯機でこれだけ変えたので

すから、これから本当に起こってくる衝撃は別に

インターネットでビデオディマンドが見られると

か、そんなレベルの話では多分ないだろうと私は

思っています。恐らくこれから１０年間に起こる衝

撃というのは月尾先生の講演でも、ラインゴール

ドさんのお話でもありましたが、社会構造の基本、

人間と社会とのかかわりの基本を変えるような構

造変化を持たらし得る、そういうものが実はデジ

タルミレニアムの衝撃ではないかと思います。

ちょっときざなのですが、NHKなんかも割合

護送船団でやってきましたので、まだインター

ネットかと言っている人も正直言うとありますが、

僕は部内の講義で時代が変わったんだと、どうし

て変わったんだと、こういうふうに実は説明して

います。インターネットを含めてデジタルのこと

をバーチャルだと言われますが、これは仮想現実

という何とも頼りない日本語なんです。仮想など

という言葉はあるのかないのかわからないのです。

しかし、私はやはりインターネットを中心とした

このデジタルのネットワークの社会というものは

素晴らしいものであって、後退できないと思いま

す。つまりはじめ海というのは人間は泳げなかっ

たので生活の領域ではなかったのです。空は人間

は翼がないので飛べないので空は生活の領域では

なかったのです。しかし船と航空機ができたこと

によって、海も空も人間の生活圏になりました。

今起こっているデジタル革命の最も重要なポイン

トというのはインターネットを中心とした電子空

間網は、明らかに人間の社会に海と空とそれ以上
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に巨大な可能性を持った電子空間という新しい

ギャラクシーを与えていると私は思います。この

ことをリアリティだと認識しないと前へ進まない、

バーチャルだと思っていると後退してしまいます。

これは人間にとってまさにアメリカ大陸の発見で

あり、南極大陸の発見であり、あるいは宇宙の発

見と同じように、ものすごく人間の生活や経済も

含めた可能性を持った大陸で、そこにおけるビジ

ネスや生き方やそういうルールを変える大きな闘

いが起こっていると見なければいけないと思いま

す。

そういう中で、はじめ日本に情報スーパーハイ

ウエーが紹介されたとき、何に驚いたかというと

ビデオオンディマンドが出来るというのと、老人

看護ができるというのが大体の新聞の見出しだっ

たのです。私は日本における情報スーパーハイウ

エーの紹介のされ方は非常に不幸であったと思っ

ています。つまりあのテクノロジーと伝送手段が

持っている可能性は実に様々なものであって、ビ

デオオンディマンドは恐らく千分の１のアプリ

ケーションでもないでしょう。ところがそのこと

が正面に出すぎたために社会や経済や政治に起こ

る基本的な変革の潮流を日本の経済界や政治家も

含めて４、５年見失ったと思っております。最近

になってようやくIT技術をはじめとして軌道修

正が行われるようになったのですが、それでもま

だ不十分だと思っております。

恐らくデジタル技術の最も大きな要因は時間を

節約すること、労働力を節約すること、コストを

節約することをあらゆる局面で可能にすることで

す。このことは別に情報産業の分野だけでは全然

ない、これは恐らくかつてトヨタ自動車の看板方

式というのがありましたが、人間の生活の中にお

けるまさに日常生活におけるオンライン、オン

ディマンド、看板方式的なライフスタイルが可能

になってきたということを実は意味しているので

はないかと思います。それは恐らく先ほどお話も

ありましたが、リアルの現実のビジネスと、電子

空間の行うE―ビジネスとの闘いはこれからの百

年戦争ではないかと私は思っています。単純に言

えば、例えば、東証・広島証券取引所は場立ちが

消えた、リアリティのある世界が消えてバーチャ

ルに移ったということもあります。最近でちょっ

と面白いのはJALとJTBが、JALを通じて買った

人については予約で安いチケットを買えるように

したというので今大騒ぎをやっています。そうい

う動きというのはソニーのプレステをインター

ネットで予約すれば安く買える、さまざまな形で

まさにリアルの場というものと、電子空間との闘

いが始まって、日本のこの保守的な社会がこの闘

争をどういう形で処理していくかというのが恐ら

くデジタルミレニアムの生活者にとって最も大き

な問題の１つではないかと思います。

そういうことから言うと、私はトータルに見て、

ちょっと話が飛んで恐縮ですが、恐らく１０年とか

２０年とか３０年経つと、やはり時間と空間というも

のの障害が非常に少ないタイムフリー、スペース

フリーという社会形態になってくる、もう１つは

メモリーフリーというのは、人々のさまざまな記

憶、それからラインゴールドさんの話にもありま

したが、民衆の中にあるさまざまな知恵、そうい

うものが社会の表面に出てきて巨大なパワーを持

つ、そしてそういうものにアクセスしやすい、タ

イムフリー、スペースフリー、メモリーフリーと

いうような社会にどんどん移行していくのではな

いかと思っています。

実は私は若い人がインターネットやって、年寄

りはだめだという話があるので腹がたっていまし

て、私はインターネットこそ年寄りの味方だと実

は思っているものですから、去年の暮れから我が

家のインターネット化というのを冬のボーナスを

もらって抜本的にやりました。機械を買いました。
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その機械というのは１７ギガバイトのサーバーがつ

いているのです。一応テレビは３５時間収録できる、

高品質のものでも５時間収録できる、それはもち

ろんテレビジョンに連結してありますから、私は

それでパソコンをやりながら、テレビを見ながら、

実はこの原稿を書いてきたのです。それからバン

キングも自分の取り引きしている４つの会社全部

インターネットバンキングに切り替えました。こ

れはすごく便利です。私はあまり株はやったこと

がなかったのですが、こんな流行だからやはり株

の取引ぐらい１回電子上でやってみたいとこの前

やってみました。株も買えましたし、売れました。

こういうふうに見ますと、実にやはりインター

ネットはすごいんじゃないかと思いました。何に

すごいと思ったかと言いますと、はじめ銀行へ

行って預金をするというのは当たり前のことだと

思っていたのですが、家でパジャマを着ながらパ

パっと５分ぐらいで全部終わるのを見たら、

ちょっと待てよと、銀行に行って取引の出し入れ

するのは、昔ソビエトでものを買うのに行列して

いた行動と結局同じなのではないかと思い始めた

のです。今まで銀行へ行くというのは、サラリー

マン３０何年やって、ほとんど全部女房が財布も管

理しているし、銀行へ行くというのは勤務時間で

行けないから、自分でやったことがなかったので

す。今度初めてそれを自分でやることが可能に

なって、ああこれは人生観が変わったと、女房か

らいよいよ財布を取り返すかなという感じに今

なっております。それは冗談ですが、実は我々が

今アナログの世界の中でなんでもないと思ってい

るものの中にものすごく時間を使い、労働力を使

い、コストをかけているものが一杯ある。そうい

うものがデジタルミレニアムの時代にどんどん生

活者の中で利便性が高まっていくと、そういう時

代がこれから来るのではないかと思っております。

そういうことで私は情報化時代というのを単純

にビデオオンディマンドの問題、情報スーパーハ

イウエーかモバイルのどちらが勝つのかという問

題ではなくて、情報、これをデジタル化すること

によって自分の人生自身がどれだけ豊かになるの

か、どれだけ自由時間が出てくるのか、どれだけ

自分の自由度が増えるのかという観点から新しい

ライフスタイルというものを構築する必要がある

のではないかと思います。そうするとやはり全然

違った姿が見えてくる、私はかねがね何年も前か

ら言っているのですが、インターネットによって

これだけ時間が節約できるなら、我々は２０１０年に

週休３日制社会を要求する、十分にそれだけの合

理化を社会がすることが可能になると思います。

つまり１日自由な時間がデジタル化によって与え

られるなら、我々はこの革命に臨む価値があると

いうふうに私は思います。そういう意味ではデジ

タルという技術を使って何ができるかということ

をコンテンツ、アプリケーション、プラット

フォーム、社会政策、経済改革、政治改革、その

さまざまなレベルで考えていくことが実はデジタ

ルミレニアムの生活者像を見直すということでは

ないかと思います。

小林：ありがとうございました。後半の議論に関

わらせるかたちで、長屋さんのお話から私なりに

２点ほどポイントを引き出させていただきますと、

１つは我々が使うであろう将来型端末装置のイ

メージを、インターネットとモバイルが統合した

ニューロビジョンとしてご提示になられました。

いまひとつは、日本で「仮想」と訳されているこ

の電子空間の持っている重要性、それを過小評価

してはならない、ということだったと思います。

「仮想空間」のもとで我々が行動する可能性を、

最初からビデオ・オン・ディマンドのようなこと

に矮小化してはならない、むしろそれは従来型の

時間の使い方、労働力の使い方、そういうものの

全体的な再編を迫るような新しい「ギャラクシー」
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であるというご発言がポイントとしてあったかと

思います。続きましてそれでは竹村先生のほうか

らよろしくお願いいたします。

竹村：だいぶインテレクチュアルな頭を使う話が

多かったので、ちょっと閑話休題で、ちょっと画

像を見ていただきましょう。これちょっと自己紹

介を兼ねてぼこぼこという地球が出てまいりまし

たが、これは数年前に私が友人たちと一緒に制作

したインターネット上のコンテンツでございまし

て、今でもオンラインでいつでも見ていただくこ

とができます。「センソリウム」というサイトで、

実はこれは地球の地震の発生を実際に生きた形で

可視化し、生きた地球の動き、生きた地球の呼吸

が見られるようにしたものです。実際に毎日ほぼ

リアルタイムに近い形で世界中の地震計の情報を

インターネットという地球大の神経系を通じて、

手に入れることができる時代に私たちは生きてい

るのです。ですからそういう時代にしかあり得な

い、新しい地球の可視化というようなことをビ

ジュアライゼーションというようなことができな

いかということでやってみて、ヨーロッパでもこ

れで賞をいただいたのです。ヨーロッパで受賞し

たときの受賞理由が何かコンテンツとして面白い

とかいうだけではなくて、何よりもこれがイン

ターネット社会の本質をよく表していると、つま

りインターネットという地球大の神経系があるか

ら、はじめて世界中からデータをリアルタイムで

取ってきて生きた形で地球が見えるということが

１つです。

もう１つ重要な側面として、これはボトムアッ

プだということです。つまり世界中の小さな地震

計のデータ、世界中の地震計がそれぞれローカル

なデータしか持っていません。しかしそれをジグ

ソーパズルのように集めますと１つの地球の全体

像が可視化できるという、ジグソーパズルあるい

はボトムアップとうのがインターネットの本質で

ありますが、それを非常に見事に可視化している

というご評価をいただいたのです。

私のレジュメに「ネットワークする群盲」とい

う聞き慣れない言葉が出ていると思いますが、こ

れはこういう意味で使っております。よく宇宙飛

行士が地球からぴょーんと飛び出て、地球の外か

ら地球全体を始めて見たと、これが２０世紀の認識

だ、人類の状況だと、これは飛び上がったのを見

てよく比喩で言われるのです。つまり大きな象の

上にいるのみが、それまではあんまり象が自分よ

り大きいので大地の一部だと思って生き物だと思

わなかった、ところがある時思い切って飛び上

がって下を見ると、大地だと思っていたものが実

は大きいけれども自分と同じ有限な丸い生き物で

あったということがわかった、それが今の人類の

状況だというふうによく言われるのです。これは

まさにそのとおりだと思います。これが上から見

下ろしたトップダウンの地球像だとすると、僕は

もう１つボトムアップの地球像というのもイン

ターネットによってもたらされ得るのではないか

と思います。つまり日本語に「群盲象をなでる」

ということわざがありますが、たいていあまり良

い意味で使われないのです。みんな鼻にいるのみ

は鼻が象だと思い、しっぽにいるのみはしっぽが

象だと思う、みんなバラバラのパーセプションを

抱いているのです。ところがもしもそののみたち

がインターネットを手に入れて、インターネット

を通じて、しっぽののみはしっぽの感触とか、

しっぽの絵を張りつけて、鼻ののみは鼻の絵を張

り付けて、それがジグソーパズルのように小さな

ピースが連なるようにやっていくと、インター

ネット上に全体像が浮かびあがるわけです。こう

いうことが可能になったのがインターネット時代

なのではないかと思います。それを例えば地震と

いうモチーフについてやってみたのがこれなわけ

です。まさに世界中の地震のデータというのは小
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さなピースにすぎないのですが、それがインター

ネットを通じて、ジグソーパズルしてみると、こ

ういう地球の全体像があり得る、こういうことだ

と思います。

これは閑話休題で、１つの地震というテーマを

元にやってみたらこうなのですが、これをビジネ

ス上で見事にやってみたのが、ご存じのリナック

スという、つまり会ったこともない世界中のSE

がお互い自分の知恵のジグソーパスルをやって、

１つのマイクロソフトも脅かすような大きなソフ

トウエアを作ってしまった、これを制作したのは

９６年で、まだリナックスのような現象が出ていな

いころでしたが、今やそれがビジネスモデルとし

ても大変な力を持つということが証明されてしま

いました。あるいはセッティーというプロジェク

トをご存じかもしれませんが、地球外生命から発

せられている電波を解析するのに、巨大なコン

ピューターを動かすのではなくて、市民の持って

いる小さなパソコンを分散処理で、皆さんのパソ

コンの空き時間を使って計算処理をさせてくださ

いという形で、インターネット上でこういうふう

にやはりネットワークする群盲のような形で、地

球外生命の情報を解読しようというプロジェクト

が今進んでおります。そんなリナックスとかセッ

ティーのような壮大なプロジェクトでなくても、

身近なところにも先ほどのラインゴールドさんの

話にもいろいろ出てきましたが、バーチャルコ

ミュニティの中で子育てに関するいろんな悩みを

共有しあう中で皆さんのそれぞれの悩みを共通に

解決できるような新しい子持ちのお母さんサポー

トシステムのようなことがボトムアップで新しい

ビジネスとして生まれてきたりします。

あるいは私もちょっとかかわったプロジェクト

ですが、インターネット上にジーンズマニアがお

りました。それぞれのマニアが自分のホームペー

ジで、やはりジーンズは買ったときが最高なので

はなくて、使っているうちにだんだんと育ってい

くものだというようないろんなうんちくとかノウ

ハウを公開していると、ほかのマニアがやはり

ホームページを出して、お互いにホームページ同

士であなたのうんちくはすばらしい、でもこんな

方法もある、そうやってやっているうちに何人か

のジーンズマニアの経験資源と私は呼んでいます

が、体験情報、経験資源がジグソーパズルのよう

に集まって、どんなメーカーも考えられなかった

すばらしいジーンズを作ってしまいました。それ

がジーンズマニアの間で爆発的に売れるようにな

りました。これもインターネット上で小さな経験

資源、小さな文殊の知恵、市民の知恵、生活者の

知恵がジグソーパズルを起こして新しい産業を生

み出していきます。これが最近の経営学では顧客

間インタラキュションという言葉で呼ばれるよう

になりました。

これは実は、ポストマスカスタマイゼーション

の第３のビジネスモデルなのです。先ほど月尾先

生のお話の中に今までマスプロダクションだった、

トップダウンでメーカーが生活者にどんどん商品

を送る、そういう一方通行ではなくて、双方向の、

生活者のほうが主体性を持って自分の好きなもの

だけサンプリングしてくる、マスプロダクション

からマスカスタマイゼーションへというお話があ

りましたが、さらにそれに付け加えると第３に、

もうマスカスタマイゼーションの段階も越えて、

今言った顧客間インタラキュションの段階です。

つまりマスカスタマイゼーションの段階でもまだ

消費者のほうに主導権があって好きに選べるにし

ても、提供者は必要なわけです。メーカーは必要

だったわけです。ところが先ほどのジーンズの例

のように、もうメーカーをさしおいて生活者同士

がお互いの経験資源を共有しあっているうちに、

どこのメーカーも作っていないようなこんなジー

ンズ作ろうと言って作ってしまう、というような
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ことが実際起こっています。これが何を意味する

のか、１つは生活者が完全に生産者になれる時代

では、生活と生産ということが一体化すると、こ

れはずっとプロシューマーという形で言われてき

たことですが、それが未来の予言ではなくて現実

に始まっているということです。リナックスなん

かもある意味ではそうです。

それともう１つ重要なポイントは個人の経験資

源が新しい価値創造のリソースになっていく、個

人の時代だということです。先ほど言うのを忘れ

ましたけれども、時々ぱたっと地球がおとなしく

なってしまう時がありますが、これは地震がない

のではなくてデータエラーで、これ字が細かくて

見えないからわからなかったでしょうけれど、

データエラーなのです。つまりインターネット経

由でライブでやっていますから、こういうデータ

エラーでデータが入ってこないという時もあるの

です。という意味では不正確な地球像ではありま

すが、その分ほんとにオンラインで生きたコンテ

ンツだということがわかっていただけたのではな

いかと思います。話を戻しますと、そういう意味

では個人の経験資源がより重要になってきます。

こういう全体性、小さなものがジグソーパズルで

集まって全体を構成するという、全体、全体とい

うことを強調しますと何かホーリズム、全体主義

みたいなことで、そこで個人はどうなるのという

話になりますが、逆にインターネット時代の全体

化というのは全体化とともにますます個人の、１

人１人のずれ、ピースの不揃いさが重要になると

いうことです。

これは考えてみると当然のことでありまして誰

もが同じ情報にアクセスできるのです。昔は情報

というのは例えば中世のヨーロッパでは教会にし

かなかったのです。活版印刷で聖書が流布するよ

うになっても、情報のリソースというのはある限

られたところにしかなかったのです。ところが今

や情報は誰でも手に入ります。どこか図書館とか

大学に行かなくても、オンラインで誰でも手に入

るのです。昔は情報は稀少材であった、スケアス

なものだったのが、今スケアスではなくなってき

ているのです。稀少材ではなくなってきています。

それと誰でも同じ情報を受けられる時代に、どこ

で差別化が起こるかというと、その情報を受け取

る受け手の側のフィルターの問題です。それがま

すます重要になってくる時代だということです。

これは標語的にいうと「テクスト情報よりもコン

テクスト情報」に重点が移行してくると思います。

あるいは「コンテンツよりもコンテクスト」と言っ

ても良いんですが、つまりもうテクストとかコン

テンツは誰でもみんな同じものを受けられるので

す。問題はそれを使って何をどんな新しい意味と

か価値を生産するのかという個人のコンテクスト、

個人の経験資源というコンテクストが重要になっ

てくる時代だということです。そういう意味で個

性化と全体化というのが同時進行で増幅されてい

るというのが今のインターネット社会の一番重要

なポイントだということが１つのポイントです。

それからもう１つ重要な点として指摘したいの

は、では個人の時代だというとバラバラの個人主

義なのかというと、実はインターネット社会はそ

うではないのです。先ほどのラインゴールドさん

の話にもいろいろありましたが、自分一人で悩ん

でいても何もわからなかったけれども、とりあえ

ずネット上に問いかけをしてみると、だれかがま

たそのジグソーパズルのこっちが出したピースに

ちょうどはまるようなものをだれかが提供してく

れるのです。あるいは自分は何も発言するつもり

はなかったけれども、だれかの発言が出たらその

発言が呼び水になって、そうだよ俺もそう思って

たんだよなとか、何も言うつもりはなかったけれ

ども、あんなことを言われたら黙っていられない

ぜと言って、何か発言したくなるという、つまり
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お互いに呼び水になりあうという不思議なダイナ

ミズムがある世界なのです。お互いが呼び水にな

りあう、あるいは他人の振り見て我が振り直す的

な関係性が常に起こっていく、そういう意味でバ

ラバラの個人主義の世界ではないのです。そうい

う意味でポスト双方向なのです。単に双方向とい

うと、１対１の間でお互いに双方向ということで

すが、それだけではなくて、多対多というのはお

互いが呼び水になりあい、１つのサブコミュニ

ティのようなものが多層的に形成されて行くこと

です。

このサブコミュニティとか、そういうお互いが

呼び水になりあうようなミドルレンジの関係性の

形成というのがこれがもう１つ重要なポイントで

す。それは月尾先生の間接経済から直接経済へと

いう話がありましたが、大きな流れとしては全く

そのとおりで、ミディエーターがいらなくなる、

中間業者がいらなくなるのですが、そんな単純な

ものかというと、皆さんもうすうす感じておられ

ると思いますが、直接インターネット販売で買え

るようになるというけれど、果たして大丈夫か、

クレジットカードの怖さもあるし、そこになると

だれかが今度は信用を提供してくれるようなミ

ディエーターが逆に必要になって来るのです。あ

るいはたくさん情報がありすぎてどれを選べば良

いのかわからない時、この人が言うのなら確かな

のではないかなあという、情報の上にその情報の

メタ情報、意味の情報、評価の情報というのを提

供してくれるミディエーターが逆に必要になりま

す。だから確かに古い時代のミディエーターはな

くなっていくのです。中間業者はなくなっていく

んです。中間管理職はなくなっていきます。しか

し同時に意味とか評価とか信用というのを創造す

るミディエーションビジネス、ミディエーション

セクター、ミドルレンジのコミュニティ形成とい

うのが逆に必要な時代になって来るのです。ここ

がまたインターネット時代の非常に重要なポイン

トになってくるのです。

そういう意味で経済の多次元化であり、多次元

化と言ったのは提供者と生活者、あるいは使い手

の間に何段階もミドルレンジのミディエーション

が作られていかなければいけないし、実際作られ

ていき得る、そこに新しいビジネスチャンスも生

活者がかかわれるようなチャンスもいっぱいある

ということです。それと同時に多元化です。たく

さんそういう信用のニッチができてきます。今の

バーチャル経済の、地球経済の一番弱いところは

地球大でお金と情報が流れるけれども、個人と全

体の間の距離がありすぎて、みんなどうして良い

かわからないと同時に、地球経済全体としてもす

ごく風邪を引きやすい脆弱な、どこかで恐慌が起

こったら一瞬にして世界中が風邪を引いてしまう

ような脆弱な構造になっていることです。それは

多次元性と多元性ニッチの多様性が足りなくなっ

ているからなんです。普通、経済というのは国際

為替の変動によって影響される層もあるけれども、

そんなのと全然関係なく個々のコミュニティで経

済の自立性を相対的に保つような多様性、多次元

性があったからうまくバランスが取れていたので

す。今、それが急速になくなっているので、再び

多元化、多次元化が必要になってきて、そこで中

心的アクターになるのが生活者であり、コミュニ

ティであるということを敢えて強調しておきたい

と思います。

もう時間がありませんので、最後にもう１点つ

け加えますと、こういう情報化、インターネット

化のトレンドというのは、実は情報経済とか情報

生活の面だけではなく、私たちの物質生活の基盤、

飲み水、何を水道から水を飲んでとか、車を運転

して生活する、その全般に及ぶのです。例えば、

自動車交通に関しても、車がインターネットカー

になるとどうなのか、車同士でメールがやりとり
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できたり、ホームページが見られるというだけで

はないのです。お互いそれぞれの車がインター

ネット端末になりますと、それぞれの車の位置情

報とか速度情報とかが全部ボトムアップで集積さ

れていくと、渋滞状況というのがリアルタイムに、

みんなが認知できるわけです。先ほどのこれの構

造で大体渋滞状況を認知できたり、あるいはそれ

ぞれの車がどのぐらいの速度でワイパーを動かし

ているかというデータがボトムアップで集められ

ると、東京２３区の中でも世田谷区はすごく降って

いるけれども、渋谷区はあまり降っていないとか、

そういうすごくマイクロな降雨状況のセンシング

というのができたりもします。あるいは車が急ブ

レーキをかけたときにだけ情報が位置情報ととも

に発信できて、それがボトムアップで集められる

ような構造ができると、どの辺のカーブ、どの辺

の交差点がどうも急ブレーキを踏む頻度が高くて

危ない、見通しが悪そうだというようなモニター

もできて、都市計画に応用できるとか、我々の車

がインターネットで情報化で便利になるというだ

けではない、根本的な構造が変わっていったりし

ます。エネルギーでも皆さん燃料電池で自家発電

するようになると、それがインターネット的につ

ながりあって、お互い売買電のいろんなゆるやか

なネットワークコミュニティを作っていく可能性

もあります。これ時間がないからすごく端折って

話していますが、飲み水も今私たちが水道の蛇口

をひねってどこから水がきているかもわからない

けれども、それが上流と下流のつながりというよ

うな、そういうつながりの可視化というのもイン

ターネット社会ではいろいろな形でできていくだ

ろう、それが上流か中流、下流域の水系でつな

がったコミュニティ、水系バイオリジョン、意識、

水系を通じた地域認識のようなものもインター

ネットを介してできていくかもしれないのです。

そうすると、どうも私たちがインターネット情

報革命で、社会がどう変わるかと言っていた範囲

があまりにも狭すぎた、もっと広範でもっといろ

んな次元で、私たちの社会の根本構造が変わって

いくだろうということが当然予想されるわけです。

その辺について議論が足らなすぎるというのは長

屋さんと同じ意見です。まあ時間がありませんし、

私のレジュメでは残念ながら第１のポイントしか

ほとんどお話しできなかったので、第２、第３は

後半部でふれたいと思います。

どちらにしてもこれからの課題として、３つ

言っておきますと、さっき言ったメゾレベルの

ニッチ経済、サブコミュニティレベルのプロ

デュース、デザインというのがこれからの最大の

課題になってくるだろうということが第１と、そ

れから今の端末というのは今とりあえず私も我慢

してこのような未熟な機械を使ってキーボードを

たたいておりますが、キーボードとディスプレイ

を前提としたこのパソコンのあり方というのは、

メディアのほんのよちよち歩きの過渡期的な状況

ですし、たくさんあるいろんな可能性の中のほん

の１つにすぎないのです。それを金科玉条のよう

にマルチメディアとか言っていることがちゃん

ちゃらおかしいのです。この辺はラインゴールド

さんの『思考のための道具』という非常にわくわ

くするような本で、実はパソコンの開発者たちは

もっといろんな可能性を考えていたのに、あの６０

年代から今９０年代にむしろ私たちのイマジネー

ションは退化しているということが見えてくると

思います。その辺の本当のマルチメディア化とい

う問題、それからリアルスペースとバーチャルス

ペースの統合と、この２点については後ほどいろ

いろお話してみたいと思います。

小林：ありがとうございます。とりあえず私なり

に今の竹村さんのお話にあったポイントをまとめ

させていただくと次のようになるでしょうか。

竹村さんは、インターネットにおける知のジグ
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ソーパズル的構成、あるいはボトムアップ的形成

ということを指摘されました。私は、インター

ネットというのは〈３人よれば文殊の知恵〉メディ

アであるとか、インターネットは人類のコラボ

レーションであるなどというちょっと古めかしい

言い方をしてきたのですが、これと竹村先生の

おっしゃったインターネットによるジグソーパズ

ル的知の構成、ボトムアップ的な知の形成という

のは恐らく同じようなことだろうと思います。

こうした知の構成を可能にするインターネット

の世界では「お互いが呼び水になるような」ミド

ルレンジなコミュニティが形成され、そこに多元

性・多様性が生まれてくるということこそイン

ターネットの真骨頂であるだろうということを指

摘されたのだろうと思います。このご指摘は、先

ほどラインゴールドさんがお話になったネオイン

ターラクティビズムということにも関係すること

だろうと思いますので、後ほどさらに議論してみ

たいと思います。それでは引き続きまして浜野さ

んのほうからよろしくお願いいたします。

浜野：ネットワークとか、情報社会の可能性につ

いて私もとても期待するもので、お二人の先生の

ご意見に全く賛同なんですが、日本という文化状

況を捉えますと、いやちょっとまずい状況なので

はないかという危惧を何点かお話したいと思いま

す。インターネットというのは自覚した市民とか、

主体性を持った個人にとって非常に豊かなツール

ですが、果たしてそれが日本でうまくいってるの

かというと、そうではないような気がします。日

本というのは産業社会を非常にうまく形成するた

めに、明治時代の役人が非常にきれいに積み木細

工のようなシステムを作って、効率的な社会を

作ったために、それ以外のシステムにしようと

思ったら全体が動かざるを得ないので、ぎくしゃ

くして社会が動かないようになっているわけです。

あまりも効率的に産業社会を育成しようとしたた

めに、やりすぎた見事さがありました。産業社会

というのはマスプロダクションのために、大量消

費のための消費者を作らなければいけませんでし

た。そのために放送という優れたシステムで同じ

消費行動を起こすような形を取るような消費者と

しての大衆を生み出しました。それが日本でうま

く働いて、口を開けていれば何か放り込んでくれ

るという一方的な消費者としての大衆というのを

作っていって、酒屋に行ってもビール何にします

かと言えば、「お任せ」と言う、「お任せ」という

ラベルを刷れば一番よく売れるビールだという

ジョークがありますが、そういう形の大衆消費者

をたくさん作ってきたわけです。これは良い悪い

ではなくて、そういって日本は産業社会として、

ものの見事に成功して、我々は豊かさを享受する

ことができたわけです。

では新しい主体性を持った、個人に主体性を与

えるようなメディアがきたときに、どうなのかと

いうと、うまくいっていないのです。明日発売さ

れる予定の、プレイステイション２がインター

ネットの端末として期待されております。それを

見ていただくとわかりますが、キーボードがない

わけです。すごくインターネットの端末として可

能性が高いというのは、受け手としてのインター

ネットなんです。それとかビジネスプラット

フォームとしての発注するプラットフォームで

あって、発信するプラットフォームではないわけ

です。それにはソニーの方に反論があってキー

ボードも用意されていると思いますが、ドリーム

キャストにしても、プレイステイション２にして

も、マスメディアが取り上げているインターネッ

トのプラットフォームとしての２つのゲームプ

ラットフォームというのは受け手としてのイン

ターネットユーザーのためのツールなのです。そ

ういうことを考えると、果たしてインターネット

がラインゴールドさんがおっしゃったような実り
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豊かなコミュニティを作るものに日本でなるかど

うかというのは私は危惧しております。

逆に日本だとインターネットはビジネスプラッ

トフォームとしては私は成功すると思いますが、

もう１つ危惧しているのはマスメディアのチープ

な代替に、安価な代替になるのではないでしょう

か。ですから小学校とかインターネットをつない

でいますが、何が手に入るかとか、どういう情報

のデータベースにアクセスできるかということの

みを教えて、インターネットというは自分がその

世界につながっているから、インターネットは豊

かだという気分がないと、意味がないわけです。

私がインターネットにつながっているからイン

ターネットは豊かなんだという主体性を持った事

柄が果たして、気分として伝わっているかどうか

というのは非常に疑問です。アメリカで子どもが

銃を撃ったり、日本で未成熟な女性を誘拐して９

年間も閉じこめるというのは、非常にマスメディ

ア的な犯罪です。コントローラブルな状況で自分

がコントロールできる状況しか扱わないといった

マスメディア的な気分から果たしてインターネッ

トが成熟していくかどうかというのは、ゆがんだ

形の成熟になっていくのではないかというのが、

私の危惧です。

もう１つは今、AOLとかディズニーが垂直統

合で、制作から流通まで全部統合したような、そ

ういったものを好んでしまう性質みたいなものが

日本人の気分の中にすごくあって、インターネッ

トが流通した暁にはインターネットはちょっと言

葉はきついですが、アメリカのエンターテインメ

ントの課金システムに１部はなるのではないかと

いう危惧もあります。

２点目は文化の問題でありまして、月尾先生も

おっしゃいましたが、これまで文化というのは経

済の余剰でやっていたわけですが、成熟したヨー

ロッパとか、イギリスとか、フランスとかそう

いった成熟した文化の中である程度の繁栄を維持

している国の例を見ていただくとわかるのですが、

ほとんど経済の中核が文化になっています。コッ

プもこういうものだったらビール５本も買えばつ

いてますけれども、バカラと言ったら１００円のよ

うなものがいきなり１万円になってしまうのです。

洋服もそうでし、なぜ国賓がきたらフランスワイ

ンを出すのか私は知りませんが、そういった

ファッションとか食事とか物としての文化といっ

たものを普及させて経済の中核にしていったわけ

です。イギリスは言語、英語という非常に大きな

経済資産をもって、それを経済の一番大きな資産

にして行きました。そういった成熟段階を考えま

すと、アメリカが今世紀に入ってポップカル

チャーとか映画ということで大きな産業を興しま

した。ご存じのように国防の製品以外、軍事製品

を除くとアメリカのエンターテインメントのコン

テンツというのは輸出産業の１位を占めているほ

ど大きいですし、ハリウッド周辺の去年の売り上

げは自動車産業を抜くぐらいアメリカでは中核産

業になっているわけです。

では日本はどうなのかといいますと、これは私

の専門ですからちょっと具体的に言います。アメ

リカでは映画界だけで５４万人の雇用があります。

日本は１万人強。５４万人といったら日本の土建会

社の数とほぼ同じなのです。日本は５０数万社の土

建会社がありますし、島根県の人が全員がアメリ

カの映画会社で働いているぐらい大きな雇用があ

るのですが、そういった形で文化的コンテンツと

いったものは成熟社会にとって重要なものであり

ますし、さらに重要なことは、こういったグロー

バルなネットワーク社会にとって、月尾先生も

おっしゃっていましたが、物理的パワーとか圧力

とか、暴力とか、そういうものが通用しないわけ

です。何でも伝わってしまいますから。どういっ

た形で納得とか説得とか、魅力といったことで共
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感を得たり、納得してもらって、やっていくかと

いうのはビジネスから、政治から、国防から、国

家安全保障から全てそういったルールで動くよう

になってきて、情報とかコンテンツというものが

重要なのだけれども、そういったものに日本では

理解がなかったということがあると思います。私

は１０年ほど前に財界の方にそういう話をする機会

があって、ソフトウエアがいかに重要、まだコン

テンツという言葉が流通しておりませんでしたか

ら、ハードウエアからコンテンツの時代でジョゼ

フ・ナイが言うソフトパワーみたいなものが将来

の我々の非常に生活の糧になっていくのだという

お話しをしたら、「浜野くんそれは違う」と言う

んです、その偉い方が。「浜野くんソフトウェア

はなんと訳すか知っているか」とおっしゃるんで

す。「なんと訳すんですか」と聞きましたら、「そ

れは脆弱と訳すんだ」と言うんです。「そんなも

ので日本は食えないよ」とおっしゃって、ああこ

れはもう日本はあかんなあと思った記憶が１０年前

にあります。まあそれは余談ですが、本当にそう

いったことを考えていくと、本当に認識はないと

思います。自分たちのイメージとか、そういった

情報発信とか、例えば今自己責任とか言っていま

すが、情報を持っていないのに自己責任取れと言

われてもしかたないわけです。あらゆる情報が公

開されて初めて自己責任はとれますが、相手のこ

とを知ったり、そういったことである１部だけが

切り出されて情報社会は自己責任だとか言ってい

ますが、全ての条件がそろわないと相手方だけに

自己責任をとらせて、情報公開もしていないのに、

自己責任取れと言われると困るわけで、ですから

そういった気分といったものが十分に共有されて

いないような気がいたします。

それと例えば、今日ラインゴールドさんがパブ

リックフェアという言葉を使われたのですが、日

本語の翻訳、大衆と訳されたんです。明治時代

ちゃんとパブリックというのは公衆と訳していた

のです。責任感を持つ市民とかそういったものを

公の気分を持っている人間としての公衆と訳して

いたわけですが、大衆とは全然違う存在です。不

特定多数の人々ですから、テレビでモザイクで顔

を隠して風評みたいなことを言う人たちのことを

大衆というわけです。そういう人たちがインター

ネットのパワーを持ったとき何をするかと言った

ら、何をするかわからないわけです。ヨーロッパ

のテレビとかアメリカのテレビでそんなことはあ

り得ないわけです。顔を出して名前を入れて発言

するわけです。そういう前提があるから、ネット

ワークが成り立つのであって、モザイクで顔を隠

していい加減なことを言うような人のためのネッ

トワークではないのです。そういう人たちにパ

ワーを与えたら何をするかわからないわけです。

ですからそういったものとか、その文化としての

パワーとか、そういったものを考えたときに非常

に私は危惧を感じています。ネットワークの力に

は私はすごく期待していますし、それについては

人後に落ちないとは思いますが。

３点目はソフトウエアのパワーとして我々が一

番大きく持っている文化的資源としての言語がど

うなのだろうという気が非常にしています。現在

１０億の言語というのは中国語、ヒンドゥーとかウ

ルドゥーとか合わせたインドの言葉、英語をしゃ

べる人も大体１０億いて、大体エンターテインメン

トマーケットが成立する条件というのが１０億とい

うことです。現在人口ではインドが世界１になっ

てしまいましたし、中国もどんどんどんどん人口

が増えていますから、英語国民が減ってくるとい

うので、イギリスは英語の将来について非常に関

心を持っています。将来はインドの言葉に英語と

いうのは負けるのではないかという危惧を持って

いるわけです。そういうことでブリティシュカウ

ンシルが英語をできるだけ力を落とさないように
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という有名な報告書「ザ・フューチャー・オブ・

イングリッシュ」という報告書を出して、英語が

滅びないようにという戦略をたてているのですが、

では日本語が滅びない戦略はたてなくて良いのか

ということがあります。それは国民の総意ですか

ら、英語だけにしてしまうのも良いでしょうし、

議論すべきだと思いますが、例えば今英語が１００

の力としたら、日本語の力は３２しかないというふ

うにブリティッシュカウンシルは見ております。

これはどういう根拠があるかよくわかりませんが、

例えばアーサー・C・クラークの３００１年という小

説を読みますともう３００１年には日本語はないので

す。アングリッシュという白人のアングロサクソ

ンの英語だけが主要に世界言語として使われてい

て、ロシアとかフランスとか中国語がちょっとだ

け残っているという状態が描かれているわけです。

こういったことというのは真剣に英語国民につい

ては考えられているわけです。ソフトウエアとい

うのは一人勝ちという状態が起こりますから、い

くらでも複製が無限にできていくわけですから、

言語というソフトウエアについても、そういった

ことが起こらないとは限らないわけです。

ただし、私が最後に言いたいのは、例えば、

ローマ帝国という非常に大きな帝国、またモンゴ

ルとかありましたが、それもあれだけ巨大なシス

テムも弱点があって倒れていくわけです。でも小

さなシステムを育てて人類というのは生き延びて

きたわけですから、多元性というのはすごく重要

なわけです。そういったことでインターネットと

いうグローバルな形とかあるのですが、ハワー

ド・ラインゴールドさんが言ったような自立した

市民がやっているコミュニティが多くあって成立

しているような社会では良いのですが、日本とい

うのはマスで動いてしまうために、巨大なシステ

ムにすり寄っていくような行動を国民がとるわけ

で、巨大なシステムになってしまうとその弱点を

突くと倒れてしまって、次のシステムがないと生

き延びれない。ですからいかに多元的なものを確

保しながら、やっていくかというのがこれからの

問題だと思います。

小林：ありがとうございました。浜野さんのお話

のポイントは、まず第一に、ネット社会時代にお

ける日本固有の問題、いわゆる「日本的特殊性」

が日本社会の真の情報化を抑止しているのではな

いかということだったと思います。明治以降、日

本が産業化を追求してき過程では、システムの中

で一糸乱れず動いていくことを評価する文化が依

然有力で、ネット社会で求められる自立的個人と

か市民としての行動というものが定着していない

ことの問題性がひとつ指摘されたかと思います。

２番目は日本におけるソフトパワーの軽視、時

代がいわばハードからソフトの時代へと動いてい

る中で、この面でのシフトを怠ってきたのではな

いかというご指摘がありました。それに関連して、

これは日本人で生まれたからにはどうしようもな

いことでありますが、言語問題に注目する必要が

ある。今現在のインターネットの世界がどういう

展開になっているかというと、日本語のインター

ネット界に注目してみれば、それはトータルなイ

ンターネットの世界とかなりずれたものになって

いるかに見えます。たとえば、アカデミズムのイ

ンターネット発信などは本当に日本はまだまだお

寒い限りでありまして、あまり日本の大学のサイ

トに入ってこれは良いというのは、特に文科系に

ついてはあまりない。スタンフォード大学だとか、

イリノイ大学だとか、横文字系のサイトに入って

いって、ひたすら日本人がそこから情報を集めて

くるといった現状にある。

以上のような意味合いにおいて、日本社会とい

うのは、ネットワーク時代に果たして深いところ

で適合できるのだろうかというのが今の浜野先生

の問題提起であったかというふうに思います。そ
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れでは次に百瀬さんよろしくお願いいたします。

百瀬：これから申し上げるのは、浜野先生のお話

の中に出てきた「大衆の１人」としての意見にな

るかと思います。私は本業のほうでE―ビジネス

に関わっている関係で、企業の方、行政機関の方、

あるいは研究機関の方とお話をする機会がありま

す。その中で最近よく使用されている言葉の中に

「生活者」と「消費者」がございます。

この生活者とか消費者といったものの実体につ

いて、皆さんがどれだけ把握して議論をしている

のかということについて私は非常に居心地の悪さ

を感じております。

先ほどのラインゴールド氏のお話にもありまし

たが、実際にコミュニティを作って活動している

人たちは、生活者とか消費者というものの実態に

ついて体感しています。これは言葉で説明するの

は非常に難しいことですが、その体感を基に何か

を作りだしていくということは非常に容易ですが、

それを体感なしで全部理論ずくめで企画書を作る

ことになりますと、非常に難しいものがあります。

私はごく一般的な方が参加しているネットワー

ク、具体的にはごく普通の方が参加しているネッ

トワークに非常に深くかかわっております。それ

は企業発信ではなくて、完全に市民主導、ボラン

ティアとして自然発生してきたネットワークです。

ちょうど去年の秋頃から、非常に大きな転換期

にさしかかったのではないかなという感じがしま

す。私が今まで考えていたネットの中での情報の

やりとりとは何か違うことが起き始めたというこ

とを痛感しています。これは先ほどのお話にもあ

りましたが、I―モードみたいなもので、従来私た

ちがPCを使用して行っていた方法とは全く違う

やり方で、情報を享受しようとする人たちが出現

したことと関連があると思いますが、それに伴っ

て非常に大きな企業とかが、かなりネットに参入

するようになりました。

私たちの生活の中におきましても、役職も何も

持たないOLの方々が全員メールアカウントを取

得するようになったとか、大学に入学すると学生

が自動的にメールアカウントを配布されようにも

なってきました。それから非常に安価なモバイル

端末、メールを受信するための機器が出現して

メールを受信するためだけにネットを使うという

人が多く出現してきたという変化が見られるよう

になりました。

私が可能性を見出して行ってきた、ネットの中

でコミュニティを作るということは、どちらかと

いうとインターネットに自ら接続して、その中で

自分で何かを選択して行動を起こすということで

す。ただ情報を受けるだけ、雑誌は買うだけ、本

も買うだけ、ものを買うだけといった、ある意味

で社会的に末端の位置にいる人達、あるいは非常

に遠隔地に住んでいるとか、身体に障害があると

か、お年を召しているとか、多少マイノリティの

ある人間でもネットに入っていくことで自分が主

役になれて、そこで何か起こせるという可能性が

インターネットにはあると、強く感じていた部分

があります。

それが去年の秋頃からの動きの中で、端末の前

に座って何かがやってくるのを待つ人というのが

大量に増えたような気がしています。ネットビジ

ネスはそういう、今まで大衆としてターゲットと

していたものと全く同じ者を対象としているのだ

ということです。それに合せてこのような人たち

がPCの前でメールマガジンが届くのを待ってい

たり、物が売られてくるのを待っていたりしてい

るのです。

このような状況の中で、ネットっていうのは一

体何なのだろうかということが今とても問われて

いるのではないかという危惧感を感じています。

特に去年は、女性のポータルサイトを作りたい

とか、女性を対象にしたネットビジネスを始めた
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いからアドバイスを欲しいとかいう、「女性の」

というキーワードを何回も言われた年でした。先

ほど出てきた大衆であったり、生活者であったり、

消費者であったり、女性であったり、あと、お母

さんの、ということを言われる方が非常に多いの

ですが、そういう顔のない消費者というものを

ネットの向こうに想定されて何かが動いていると

いうような違和感を私は常に感じています。

顔を持つ消費者として、ネットの先にいる人間

をどれだけ捉えることができて、その人達をどれ

だけうまくコントロールしてネットワークしてい

くことが出来るかというところに大きな活路があ

るし、そこに失敗するとまたすごく失敗するので

はないかという感じがします。

浜野先生はそのあたりについて、日本では大き

な危惧を感じているというお話で、確かに私も危

惧は感じているのですが、その絶望的な状況の中

にも一筋の希望の光のようなものが欲しいので、

私が関わっているネットワークの話を少ししたい

と思います。

一つは「マグノリアネット」という消費者主体

のネットワークです。この中にはメーカーから一

方的に送られてくる情報を享受して物を買うので

はなくて、利用者、生活者、消費者の意見でメー

カーを動かしてしまうとか、物を作ってしまうと

いうことをやっているチームがあります。その中

で結構面白いのものの一つにネット上でのボラン

ティアがあります。例えば、何か社会とかかわり

たい、何か行動を起こしたいと思ったとき、今の

社会制度、今の生活の中で、例えば、森を守りた

い、森を守って紙をセイビングしたいと思っても、

実際に何をすれば良いのかというのは、行動に移

すまでに非常にエネルギーもいるし、情報集めに

も大変な労力が必要です。これまでどちらかとい

うとボランティアというのは身銭を削ってとか、

すごく大層なことをしなければならないというの

がありましたが、例えば忙しくても今日開けた

ウェブの中でここをクリックするするだけで、ア

フリカの難民に多少なりとも募金ができるのでは

ないかとか、一番簡単なことからネットを使って、

今までものすごくハードルの高かったものを身近

なものに出来るのではないかとか、そういう意味

で例えば、市民活動もそうですし、署名運動など

も相当やっています。そういった市民活動をもっ

と取り入れていくために、簡単な形で出来るボラ

ンティアをネット上で行っています。

もう１つは「ムギ畑」というサイトです。この

サイトは一般の人は入れません。これはワーキン

グマザーのサイトで３年前に出来たものです。会

員制になっており、女性で、子どもがいて、かつ

働いている人しか入れませんので、会場にお越し

のほとんどの方は中を見ることはできません。今

までのマーケティングは割とターゲットを広く取

ることが多かったのですが、このサイトは女性で

子どもいてなおかつ働いている方ということで、

ターゲットがとてもニッチになっています。この

ニッチなターゲットだった人たちは、このように

社会の中でカテゴリーされたことがなかったため

に、カテゴリーされたときにものすごい爆発的な

力をそこに投入してくるということで、この「ム

ギ畑」というサイトは今非常に面白いサイトに

なっています。会員が１，５００人ぐらいいて、幽霊

会員がいないのです。アクセスがなければ切り落

としていくシステムですので、一カ月アクセスな

ければ登録が抹消されます。このサイトの中では

アクティブな会員が何百人といるのですが、ここ

で私が面白いと思うのは、この中では企業とか、

行政とか、メーカーやリーダーがひっぱているの

ではなくて、自然発生的に出現したコミュニティ

がその中で試行錯誤しながらネットを運営する

ルールを着々と作り出しているということです。

このノウハウは非常にすごいものだと思っていま
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す。これを運営している企画チームには、有名な

海外資本のコンサルティング会社のマネージャー

が入っていますし、ここの会計を担当しているの

は某証券会社のアナリストです。あと女性の弁護

士もいます。全員子どもが２人も３人もいたりす

るのです。その人たちが自分の本業の合間にコ

ミュニティを非常に良い形で運営していて、なお

かつただ井戸端会議をやっているのではなくて、

何か成果物を出そうという動きになり始めていま

す。本を作るための原稿が一晩で集まってくると

か、英語の勉強を始めようということで百人ぐら

いがクラブ化して、英語でチャットをすることで

英語の勉強をするということを系統だってやり始

めたりもしています。こういうことができる人た

ちもいるということは、私はある種一筋の光では

ないかということを感じています。

コンファレンスのテーマは、「デジタル・ミレ

ニアム時代の生活者像」ですが、私にとっての「デ

ジタル・ミレニアム時代の生活者像」ということ

であれば、このような人たちが生活者であると

思って頂きたいと思います。つまり１人１人が非

常にスキルもあり、発言権もあり、能力もあり、

顔を持ち、なおかつその人たちが横につながって

いるということです。これまでは１対１で物を売

るというふうに想定しがちですが、１対１の１の

人は実は横にずらっとつながっている非常に発言

権を持った人たちだという捉え方をしていかなけ

ればならないのではないかという気もしています。

あとは、早いうちに整備しなくてはいけないこ

ととして、ネットリテラシーに関する部分の制度

が、今の日本では脆弱なので、そのあたりを早急

に整備する必要があると思います。それからモラ

ル教育、ネットで生活をしていくのに、どういう

ノウハウが必要か、何をしてはならないか、ある

いはこれをすると非常に危険だということの教育

が非常に遅れているので、子供のうちから学校教

育の中にどんどん取り入れていかなければいけな

いと感じています。

小林：ありがとうございました。百瀬さんのお話

の中には―これは先ほどの日本は大衆社会ではな

いかという話とつながると思いますが―インター

ネットに接続したパソコンの前で、ひたすら向こ

うから何かがもたらされるのを待っているユー

ザーが増えている、あるいは、ネットビジネスが

らみで、女性のため、お母さんのためと銘打てば

お客がついてくれるのではといった安易な発想の

ビジネスマンもいるのではないか、そういう傾向

が最近少し目立つという指摘がありました。しか

しその反面で「マグノリアネット」を事例として

挙げられながら、一定のスキル、発信意欲を持ち、

今までの言葉で言えば自立した個人としての自覚

を持っているそういう人たちの形成しているネッ

トもあるというご指摘があったと思います。

当初、私は、このシンポジウムの中で２つのこ

とを論じ合ってみたいと思っておりました。その

１つは生活者の立場から見てマクロな問題です。

つまり現在から２０１０年ぐらいにわたって私たちを

取り巻くネット時代というものが、どのような展

開を見せるのだろうか、私たち自身がその中でど

ういう情報装置、端末とつきあうようになってい

くのだろうか。何か統合的な装置・端末が生まれ

るのだろうか、そうではなく従来と同様、依然と

して多様なメディアを使い分けながらやっていく

のかというハード利用の姿と、さらに、それを介

して私たちがアクセスする情報の世界、情報秩序

の在り方になにか変化は生ずるのだろうか、そう

いうことを１つ論じようと思います。

もう１つは、生活者を取り囲むネット環境の変

化の問題です。この点は、具体的には以下の３つ

の領域にわけて考えてみる必要があります。まず

「遊び」という領域、「余暇」でも良いかもしれ

ませんし、あるいは「エンターテインメント」領
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域ともいえるでしょう。それからラインゴールド

さんや浜野さんが、いろいろな観点からお話に

なった公共圏とか、社会関係、市民関係というふ

うな、かなりシリアスな公共的領域です。３番目

は、最近これはネット上でどんどん拡張してきて

いると思いますが、生活の利便性にかかわる領域

です。生活者を中心にして、これら３つの領域が

ネットワーク上でどのような展開をみせようとし

ているのかという話をしようと思っておりました。

まず第１の点について、今まで４人のパネリス

トの方々からご発言いただいたのを踏まえて、ラ

インゴールドさんに次の２つの質問をさせていた

だきたいと思います。まず、先ほどラインゴール

ドさんは、Many to Many Eraが来たとおっしゃ

り、反面、Few to Manyという秩序はこれから

衰退していくだろうというお話であったかと思い

ます。

しかし、先ほど浜野さんからお話がありました

ように、ここ１年か２年ぐらいでしょうか、イン

ターネットいう電子空間の中でのE―ビジネスの

台頭、あるいはAOLとタイムワーナーが一緒に

なってネットの世界に進出しようというケースに

も見られるように、Few to Many時代の主役が

依然として勢力を有している。例えば、去年のク

リスマス商戦では通信販売の老舗であるシェアー

ズ・ローバックのホームページがパンクすると

いったふうに、結局、２０世紀にできあがったビジ

ネスの世界、あるいは高度大衆消費社会の世界が

そのままネットの社会に入って拡張しているだけ

ではないかという気がするのです。

私は、昨年末アメリカに行きましたとき、「イ

ンターネットがビジネスの世界に急速に傾斜して

いるのではないか」と何人か人たちに聞いたので

すけれども、そういうことはあることはあるが、

ラインゴールドさんなどが提唱されてきたような、

市民のメディアとしてのインターネット、自立し

た市民がその中でいろいろな新しい関係性を作っ

ていくというインターネットの可能性は決して弱

まったわけではないとのことでしたが、この点ラ

インゴールドさんは現状をどういうふうに考えて

おられますか。

かつて、ラインゴールドさんは著書『バーチャ

ルコミュニティ』の最後の章のあたりでプロディ

ジーという商用パソコンサービスを批判的に論じ

ながら、２０世紀的な既存ビジネス勢力がネットの

社会に入っていることに対する懸念のようなもの

を若干述べておられますが、その点を現時点でど

う考えておられるかということです。

もう１つは、先ほど竹村さんも言及された次世

代型端末のイメージはどのようなものになるのか、

ラインゴールドさんは、ご自身が執筆されたもう

１冊の本『思考のための道具』の延長線上におい

て、先ほどFuture Learning Institutionという新

しいインターフェースのようなものを示されまし

たが、２０１０年ぐらいに我々生活者はどんなイン

ターフェースの端末とつき合うことができている

のかというご質問です。以上２点についてうかが

いたいのですが。

ラインゴールド：ご覧いただいたと思いますが、

自動車が我々に力を与えてくれました。またこち

らのほうは都市を人間のスケールで作りました。

生活もそのペースで送られています。インター

ネットもほかの技術と違いはありません。恩恵と

チャンスを与えてくれます。またそれと同時に世

界の一部を取り去ってしまいます。一般的に言っ

て、我々の社会で批判的な対話はないと思います。

重要な対話はしていないと思います。どこに技術

が我々を持っていくのかということ、我々がどこ

に行きたいかという話はまだしていないのではな

いかと思います。先ほどお話がありました電子空

間と地理空間との戦いですが、そういった小さな

ストアがなくなってきています。おじいさんおば
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あさんがやっているようなお店がなくなってきて

います。そしてこの世紀の初めにあったようなコ

ミュニティがなくなっています。東京では小さな

同じ家族で何百年もやっていたような店舗があっ

たと思います。例えば着物という１つの物を売っ

ていたような店です。しかし文明で、技術によっ

て我々が価値があるものとしている技術で作られ

た物、文明によりまして例えばスターバックス、

駐車場というものがあります。しかし我々はどの

ようにして我々が価値があると思う物を保存して

いけば良いのでしょうか？新しい技術が与えられ

る力を使うときにどうやって保存していけば良い

のでしょうか。ただ言えることは、以前はこの技

術の要素に関することがわかっていたわけです。

技術が何かをくれるけれども何かを取り去ってし

まうのです。そして我々は悲しまなければいけな

いし、また喜ばなければいけないのです。現在で

はお互いとコミュニケーションをすることができ

ますので、その最もコミュニケーションしなけれ

ばならない領域は我々がこれからどこに向かうの

か、社会としてどこに向かっているのかというこ

とだと思います。

非常に良い点をご指摘されたと思いますが、何

百万もの異なったウェブサイトが存在しますが、

マスメディアがインターネットを放送型のモデル

に使ってしまっているということがあります。こ

れについて批判すべきあるいは恐れるべきことは

巨大な企業、今までは知らないような巨大なサイ

ズが台頭してきていることです。所有権として

ニュースや情報を提供するということ、これは非

常に限られた人々の手に委ねられてしまっている

のです。それとマスメディアがインターネットを

使っているという事実、これは大衆時代と同じ形

で使っているということです。これでは人々が自

分自身のウェブサイトを立ち上げることができな

くなってしまいます。最初は印刷機を使って新聞

を作るということがありました。例えば、放送局

になるためにはお金を持っていなければなりませ

ん。世界中の人に皆さんのビデオを見せるために

です。しかしそれはもはや真実ではありません。

両方のことが起こっていると思います。劣化です。

我々が価値があると思った物が劣化しています。

また新しいチャンスもあります。大きな違い、社

会で人々が幸福な社会、我々が作った社会大体１０

年から２０年前の幸福な社会と人々が何を知ってい

るのかということで不幸になる社会、こういった

情報は従来型のジャーナリスト的なメディアから

は入手できません。インターネットというのがそ

の情報を入手する代替手段になっていると思いま

す。

ところで過去数カ月を私は私の古い本に新しい

チャプターを追加しています。『バーチャルコ

ミュニティ』のほうはMITプレスによって再出

版されます。私が何年か前に書いたことと今との

１つの違いですが、技術の影響ということに関し

て、私は強制的にもっとクリティカルな形で考え

させられています。技術の影響についてもっと批

判的に考えることは重要だと思います。これから

１０年先にどのような端末を人々が使うようになる

のかいうことをお聞きになりました。どんな形に

なるかということよりも、今もっと簡単に予測が

つくのはいつでもどこでもどんな物でも何でもと

いうことは、どんな種類の情報でもということで

すが、データでも、テキストでもビデオでもある

いは音でも、またこれが皆さま方の個人的な情報

でもあるいは情報として放送されているような物

でも、明らかに、PCが、パソコンが主な手段と

なってインターネットにアクセスするのではない

と思います。モバイルアクセスのほうがPCのア

クセスよりも大きくなると思います。そして少数

の世界がどのようにしてパソコンを運用するのか

ということがわかることになってしまいます。し
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かしほとんどの人は携帯電話の使い方を知るよう

になります。いつでもです。ですからプログラム

がオンになるまで待たなくても良いのです。プロ

グラムは常にオンの状態です。その辺で止めてお

きたいと思います。

小林：それでは、おそらく、いまのラインゴール

ドさんのお話にも関連してくると思うのですが、

先ほど竹村さんがあとで話をしたいことがあると

おっしゃっていましたので、大変ご無理を申しま

すが以後は各発言２、３分位ということで、将来、

私たちがつき合うであろう端末像みたいなものに

ついて竹村さんのお話をうかがいたいと思います。

竹村：今のいつでもどこでもどんなような物でも

ということについて、また月尾先生のプレゼン

テーションでデジタルディバイドという問題が出

て、その辺の情報格差とかあるいはマイノリティ

に対する情報バリアフリーの問題、その辺をめ

ぐって少しお話をしてみたいと思います。デジタ

ルディバイドは確かに、若い人はアクセスできる

けれども高齢者はどうなのかとか、視覚、聴覚に

障害を持った方はどうかとか、よくそういうふう

に言われて、そういう方々にも分け隔てなくとい

うようなユニバーサルデザインということを言わ

れるのですが、問題はもう少し複雑だということ

を指摘しておきたいのです。例えば、確かにそう

いう意味でのハンディキャップを持った方とかマ

イノリティの方が何らかの形で障害を持つという

ことは考えられるのですが、同時に例えばこれか

らモバイル時代になりますと私たちはデスクトッ

プを今中心的に使っていますが、車を運転しなが

らいろいろな情報をインターネット経由でやりと

りすることになると視覚情報に頼ったり、キー

ボード中心の端末に頼れなくなります。そうする

とライフスタイルの変化によって、私たちが今ま

で想定もしていなかったような新たな障害、新た

なハンディキャップが生まれてくるわけです。そ

れからI―モードがこれだけ普及してくると、先ほ

ど私は地震のコンテンツを見せましたが、私ども

のサイトなんかI―モードで検出すると最悪なん

です。ということは今までグラフィックなわーっ

とと訴えかけるようなウェブデザインが必要だと

いわれていましたが、I―モードが端末の中心に

なっていくと、そういうグラフィカルなすばらし

いサイトというのは逆にハンディキャップを負っ

ていきます。ということは端末の多元化、ライフ

スタイルの多元化、そしてまた主体の多元化とい

うのも、これから高齢者とか、外国人とか、日本

語はしゃべれても細かい漢字を、活字を読むのが

苦手だとかというハンディキャップ、そういうい

ろいろな主体の多元化、ライフスタイルの多元化、

端末の多元化によって、今度は障害が普遍化して

いきます。今までは特定のマイノリティだけが障

害を持っていた、ハンディキャップだった、とこ

ろがそれがユニバーサルな問題になっていくわけ

です。ですから情報バリアフリー、ユニバーサル

デザインというのは決してマイノリティのための

デジタルディバイドを何とかケアして福祉的にと

いう福祉の発想ではもうなくなっています。もっ

ともっと多元化と障害の普遍化によって文字どお

りユニバーサルな問題になってきているというこ

とです。

ここで本当はビデオをお見せしようとお思った

のですが、ちょっと時間がないので割愛します。

例えばIBMの私の知っている方で、視覚障害の方

が音声インターフェイスを開発して、ホームペー

ジを全部、またメールのやりとりなども音声化し

てくれるとか、そういうことが逆にアドバンテー

ジになっていきます。その方は視覚障害者ですか

らディスプレイもなくキーボードもなく、ただ点

字キーボードとかほんとにそれこそリストウォッ

チ、腕時計になるぐらいの小さい端末で、今イン

ターネット生活をされていますが、逆にモバイル
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時代になると多分彼女のほうがアドバンテージを

持ち、私たちが逆にもっと大きなハンディキャッ

プを持つだろうということになると思います。こ

れからそういうトレンドの中で何がアドバンテー

ジかということもわからなくなると同時に、逆に

そういうハンディキャップを持っていることが新

しい、我々がキーボードとディスプレイを金科玉

条のように前提としていた発想からはなかなか出

てこない、抜け出られなかった新しい発想をそう

いうハンディキャップを持っているからこそでき

るという、今までのハンディキャップが資源に

なってリソースになっていくというようなことも

あります。そこでやはり人間のマルチ化とレジュ

メに書きましたが、人間が多様である、障害も含

めて多様性を持っている、そして自分自身のライ

フスタイルも多元的な側面を持っていることが実

はマルチメディア社会を今の現状のようなユニメ

ディアではなくて、ほんとの意味でマルチ化して

いく、ユニバーサルデザインなどという言葉が死

語になっていくような社会をもたらしてくれるの

ではないかと思います。

それからサイバースペースとリアルスペースが

今乖離しすぎているのです。これは時間がないの

で具体例は出しませんが、やはり端末の中にある

情報を自分で手でつかんで、ペンでもいいのです

が、センサーペンでつかんで投げればここへぱっ

と張り付けられる、あるいは皆さんのところへぽ

いっと投げられる、物を取って手渡すように情報

が扱えるように、それはサイバースペースのリア

ル化です。情報の再物質化というふうにレジュメ

では書きました。物質世界が情報化していく、サ

イバー化していく、バーチャル化していく、その

トレンドばかり語られますが、もう一方では情報

がもっと物化していかなければいけない、私たち

が身体感覚でもっと直感的につきあえるような情

報空間を作っていかなければいけない、バーチャ

ル空間のリアル化という課題です。もう一方でリ

アル空間のバーチャル化、リアルスペースの中に

こんな端末なんかもう要らないのです。全てのリ

アル空間がいろいろな形でサーバースペースの窓

になっていくような、それがPHSの今の位置情報

システムとかGPSなんかと連動してくると、ある

場所でふっと思いついた俳句をそこにふっと見え

ないポストイットのように張り付けておくと、別

の人がその場所に来たときに誰かの経験した何か

をまた共有していくことができるのです。日本の

昔の歌枕といって名所に来るとその名所に来て経

験した歴代のいろんな人々の経験資源を連歌的に

引き継ぎつつ新しい自分の何かを付加していく、

それはしかし場所性を持っていたのです。時間空

間からフリーなどこでもいつでも誰とでも、それ

は同時にどこでも、いつでも、誰からもアクセス

されてしまうという不自由も今生んでますが、そ

ういういつでも、どこでも、誰からもという意味

での普遍主義的なユニバーサリティを目指す方向

と同時に、やはりこの場所、この時間でないとあ

り得ない経験性、その場所の固有性、ある時空の

固有性みたいなことを拡張していくような、深め

ていくようなメディアのあり方も絶対必要なるだ

ろうという２点を付け加えておきたいと思います。

長屋：メディアのことで２つ最近痛感しているこ

とをお話したいのです。インターネットとかテレ

ビのチャンネルが増えるとものすごい情報が多く

て、I―モードで何でも情報が手に入るということ

をみんなが言うのですが、本当にそうなのかとい

うことです。例えば新潟県警で記者会見が行われ

た、いっぱいテレビで流した、新聞も報道した、

だけどあの公式記者会見に本当のことは何も入っ

ていなかったのです。つまり何をどの時点で本当

の情報だと判断できるかということは、単純に情

報が流れてくるということと全然別のことなので

す。つまり情報とは何か、本当に必要な情報とい
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うのはだれが発掘し、だれが伝えるのか、このこ

とを社会的に決めていかないと、個人個人の発信

だけで真実がつかめるというようなことは極めて

楽観的すぎて現実に即さないと思います。

それともう１つ、マルチメディア時代でさまざ

まなフォーマット、電送手段が出てくるからと

いって何か宙に浮いているように皆さん思われる

かもしれませんが、これにはものすごい大きな規

則性があって、ほんとに単純な原則しかないので、

それをお見せしたいと思いますので、画面を出し

てください。メディアというのはものすごい種類

があるのですが、そのメディアを歴史的にみたら、

たった３種類しかないのです。つまり文字、絵を

伝えるメディアと、音声を伝えるメディアと映像

を伝えるメディアです。この３つの形態というの

はなぜかといえば、人間が目と耳とを使って言語

を主として、言語と目を主として情報行動をする

特性からきているのです。これはマルチメディア

時代になっても変わりません。つまりテキストス

トリーム、サウンドストリーム、ビデオストリー

ムです。これがその時々のメディアによって進化

してくるのです。現在のマルチメディアはとりわ

けオンラインとライブとオンディマンドの総合構

成が戦場であるというだけの話です。その結果ど

うなるかというと、結局さまざまなメディアは出

てくるけれども、それの表現形態は違うけれども、

情報自身の質が変わるわけではないのです。

つまりテキスト系のものは新聞、雑誌、オンラ

イン、I―モード、データベースを使うものはデー

タベースで、ビデオンディマンドを使うものはビ

デオオンで出てくる。しかしこれも情報は情報で

す。その次は音声のストリームがレコード、ラジ

オというふうに出てきます。それから静止画音声

というように出てくるんです。この形というもの

は人間が人間である以上ほとんど他の様式を見い

だすということはあり得ないと私は思っています。

ですからビジネスの競争においてはI―モードが

どうなのかとさまざま大問題ではありますが、実

際のユーザーの立場から言えば、最も確実で安心

できる情報をできるだけ早く自分にとって一番良

い方法で入手すれば良いというそれだけのことで

す。私はそういう意味ではユーザーというものは

もっと冷静に自分が本当に必要とする情報は何か、

本当の情報を伝えてきた歴史を持っているのは何

かということを知ることが最も価値ある情報であ

ると思います。

小林：残りの時間を、先ほど私が申し上げた問い、

すなわち、２０１０年ぐらいを１つの時点として考え

たときに、メディアの発展プロセスの中で、私た

ちが、生活の利便性、エンターテインメント、そ

れから３番目は新しい人間関係、市民社会的関係

をそれぞれ追求していくなかで、ネットワークが

どういう役割を果たすのか、その過程で予想され

る問題や課題はなにかについて、パネリストの

方々にそれぞれお話を伺いたいと思います。

そして最後に、先ほど浜野さんは、ネットの問

題を論ずるにあたっては、日本的社会の在り方、

一般的にいえば固有の社会とかカルチャーを前提

にしなければならないといわれたわけですが、ラ

インゴールドさんは何度か日本にいらっしゃり、

日本の状況にもある程度通じておられますので、

日本でのネット社会の展開に対してのサジェス

チョンというか、今後に期待することなど最後に

話をしていただいておしまいにしたいと思います。

２０１０年ごろにおけるネット時代の生活者に、求

められるもの、期待するものということで、まず、

浜野さんからお願いします。

浜野：先ほどアトラクティブネスというのが重要

なコンセプトだと言いましたが、私が将来それと

連動して重要だと思うのは、楽しみ、エンターテ

インメントだと思います。日本では、お笑いがエ

ンターテインメントだと思っている誤解があって
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良くないのですが、エンターテインメントという

のは幅広く、楽しませたり、自分が楽しむという

ことだと思います。これまで生きること自体が非

常に苦しかったですから、人類というのは宗教の

ようなものを考え出して楽しさを先送りして、つ

らい仕事を毎日やって、今日の仕事はつらかった

ので後はやけ酒を飲むだけという、そういう生活

をしていたわけですが、食えるようになって基本

的に楽しみと仕事が不可分になっていくと思いま

す。今、情報社会の革命が始まったばかりですの

で、株のことばかり言っているビットバレーの人

たちにはある種疑問もありますが、やはり仕事が

楽しいとか、楽しみと仕事が連動している。です

からそういったものが不可分な形のツールとして

やはり情報技術というのは生まれたと思います。

これまではエンターテインメントというのは仕事

と全く関係のない、水と油のように思われていた

のですが、実は情報技術とかそういうものを使っ

て楽しいことをやるというような社会に変わって

いくだろうと思うし、変わってもらいたいと思い

ます。そういった人生が楽しいという部分でのド

ライブみたいなものをもう少し認識してもらった

り、私の大学院にきていただくとそういうことを

教えることになっているわけです。〈笑い〉

百瀬：ラインゴールド氏のお話にもありましたが、

ネットワークは作れば良いというものではなくて、

作ったら統御出来なくなるという部分があります。

経験的に見て、ネットワークがある一定の大きさ

に成長すると、それ以上に発展しなくなったり、

興味深いものでなくなったり、あるいはトラブル

が発生することがよくあります。また、ある一定

期間以上続いてしまうと、つまらないものになっ

てしまいます。ですからネットワークは、大金を

投じて一つ確立すれば良いというものではなく、

生き物のように常に生まれたり消えたり、生まれ

たり消えたりという側面を持っていると思います。

それをうまくコントロール出来るノウハウとか、

人間がネットワーク上に集ってきたときにどうい

う行動をとり、またトラブルが起きたときにどう

いう状態になるのかというのは、経験論的な部分

でしか今まで議論されていないので、まだきちん

と把握されておりません。ネットワークについて

考えるのであれば、そのあたりをもう少し深く研

究することも必要ではないかと思います。

小林：ありがとうございました。竹村先生いかが

ですか。

竹村：１つはメディアリテラシーとかグローバル

リテラシーという言葉がずいぶん最近言われてい

て、みんな使えるようにならなければだめで、学

校教育でもみんなパソコンエリアリテラシーこれ

イコールメディアリテラシーだと思われているの

ですが、そうなのでしょうか。さっき言ったよう

にみんながキーボードを使えるようにならなけれ

ばいけないというのは一種のファッシズムでもあ

るわけです。これは使えたほうが良いし、当然教

育すべきです。それに反対するわけではないので

すが、もっと違うメディアの可能性もあるのだと

いうことまで含めて、メディアに対する想像力を

持っていることがメディアリテラシーなのです。

となるとそんな単純な、功利主義的な、近視眼的

なことでメディアリテラシーを考えて欲しくない

ということです。その中ではハンディキャップと

思われている日本語を使っているとか、漢字を

使っているとか、キーボードになじみにくいとか

いうことも長い目で地球的な視点で見ると資源で

あり、アドバンテージでもあるということを忘れ

ないでいることが大事で、グローバルリテラシー

というのもそういうことなのです。単に英語が使

えてインターネットで世界中とビジネスできるこ

とがグローバルリテラシーではなくて、文化の多

元性とか、その多元性があることの価値に対する

認識を持っていることがグローバルリテラシーだ
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ということが第１点です。

２つ目は本当に、人類史上初めて人間が人間ら

しく生きていける時代がようやくポジティブな面

をみれば始まろうとしているのです。つまり今ま

で階級制があったり、一部の人しか人間の本源で

あるクリエイティビティとか知的想像力というの

を生かして生きられなかったのです。ほとんどの

人は機械でもできる労働、あるいは動物がやって

いるような生活と変わらない生活を事実上してき

たのです。ようやくみんなが人間らしく生きられ

るのです。人間の本源というのは、人類学的にい

うと子ども性なのです。人間は大人になることを

拒否したというか、大人になるプロセスをストッ

プさせてしまって、一生ハードウエアもソフトウ

エアもオープンな、いろんな経験とか学習にオー

プンで、それによっていかようにも変わっていけ

るような可塑性を持った存在でいて、そのような

本当に子どもらしい、子どもが子どもとして一生

を送れるような時代になるのです。そういうこと

を考えると、マルチメディア時代というのは、単

にこれでどう生活やビジネスが変わるかというだ

けではなくて、そういう人類史的な大きな事件だ

ということです。そこで大事になるのが、やはり

人間のマルチ化です。さっきも言いましたが、人

間というのは、これが人間で、これが正しい人間

の能力でというのはないというのが人間の定義な

のです。そういう意味での人間のマルチ性という

のをもう一度再発掘するということが重要になる

だろうということです。

長屋：私も２つ言いたいと思います。１つはここ

１、２年見ていて、やはりこれはすごいなと思う

のはチャットです。チャットというのは、はじめ

無駄話、雑談のたぐいかと思っていましたが、あ

の驚異的な成長と、その中における民衆知という

ものの存在というのが、これは恐らく将来極めて

大きな影響を、今でももちろん与えていますが、

与えるだろうと思います。私自身は公共放送に働

いていますが、NHKという公共放送機関が富士

山のように屹立して１つだけあるというのは健全

な社会だとはとても思えないです。そういう意味

ではさまざまな市民的なネットワークであるとか、

NGOだとかNPOだとか、それからプロフェッ

ショナルなネットワークだとか、今言ったチャッ

トであるとか、そういうものと極めて濃密なネッ

トワークを作ることによって、パブリックや市民

のことを基本的に考える、そういう情報発信機関、

情報の場を与えるということがこれから極めて重

要ではないかと私自身今、思っています。

それともう１つ、くどいようですが、郵政省も

来年総務省になりますので、あまり情報をメディ

アのことばかりに局限して考える習慣はそろそろ

やめたほうが良いということをもう１回言いたい

と思います。なぜならば、その政策がデジタル技

術やインターネットの健全な発展を阻害するから

です。つまりデジタル技術というのはものすごい

可能性を持っているわけです。その可能性を最大

限に引き出す政策を情報政策にすべきであり、社

会政策にすべきです。そういう意味では省域を越

えた新しいデジタル技術を使った国家戦略や社会

政策を考えるべきであると私は思います。

具体的に２０１０年ということをターゲットにすれ

ば、ぜひともやって欲しいことはやはり電子政府

の実現で、いわゆる入札から始まる公文書、さま

ざまな申請書類が電子的に行えることを制度で決

めて実行することです。もう１つは、私は恐らく

日本人の意識構造、意識改革に最も役立つと思う

のは現在のサラリーマンに適応されている源泉徴

収システムをやめること、電子によって自己申告

をする方式を取り入れることによって、日本の社

会構造を変えることです。この２つをやれば、日

本の社会は恐らく基本的なところで電子化という

道を歩み始めると私は思います。

５６郵政研究所月報 ２０００．７



それとぜひ週休３日制を実現しようではないで

すか。こんなにデジタル技術を使えば、時間もお

金も労働力もいらなくなるのになぜこの２日制で

我慢するのですか。３日制にする、それがまさに

デジタル技術を社会に取り入れることのデジタル

ディビデントであり、国民や市民や生活者、我々

はもう１日の休みをデジタル技術によって入手す

るのだと、そういう国家的スローガンが必要であ

ると私は思います。

小林：かなり具体的な政策提言が出てまいりまし

た。さて、ラインゴールドさんは、冒頭、ネット

社会でのご自身の実践をふまえて、結婚とか、お

葬式とか、そういうこともネット上の関連事とな

り、ディスプレイの前で涙を流すという体験をお

話しになりました。これに関連して、先ほどの浜

野さんから、日本社会の中でのネットというのは

アメリカと異なる展開を示すかも知れないという

お話がありましたが、果たして日本の社会の中で、

ラインゴールドさんが体験されたような、市民に

よって支えられる血の通ったネットの可能性はあ

るのか、これまでのラインゴールドさんご自身の

日本体験等を踏まえて、最後に日本のネット社会

形成に対して、何かメッセージがありましたらい

ただきたいと思います。

ラインゴールド：先ず冒頭に申し上げなければな

らないのは、私は８回か９回ぐらいこの１０年間に

日本に来ておりますし、また多くの友人を持って

おります。しかし決して私は日本に関する専門家

ではありません。そして多くの日本の社会の側面

というのは私にとって理解できないものであり、

決して私にとって理解できるようなものにならな

いかもしれない側面も多いわけです。かえって私

が理解できるようであったら、非常につまらない

ことになってしまうかもしれないわけです。例え

ば、アメリカの社会と日本の社会とを比較します

と、それぞれの社会において最も大きな強みは最

も大きな弱点でもあるわけです。個人の国である

アメリカはなかなか社会の統一というのを維持す

るのは困難です。なかなか国民の意見の合意とい

うのが得られないわけです。しかし個人の起業家

というものがアメリカでは新しい産業を生み出し

ているわけです。そしてそういった要素というも

のが伴うわけです。もし何らかの方法でもって、

日本の文化のように調和をもって生活することが

できれば非常にアメリカの社会にとってプラスに

なると思います。しかしその反面初めて日本に来

た際、「出る釘は打たれる」ということわざを聞

いたわけですが、日本は起業家の社会というもの

を育成し、技術革新が経済的な成長の原動力と

なっている世界の中で競争するためには、個人の

創造性というものを育成しなければなりません。

今まで以上にそれが必要とされているわけです。

アメリカの社会でも日本の社会でも１つの政治の

問題があります。市民にとっては明白であります

が、古い政党あるいは古いやり方、そして巨大な

民間企業からの政府に行くお金の腐敗の要素とい

うのは民主主義の毒となるわけです。そういった

ような腐敗に対する簡単な解決策はないわけです。

しかし、前の世代の人たちが、若い人たちに権力

を譲ると、日米の社会において強い関心が働き、

そしてお金の腐敗的な民主主義に対する影響とい

うものが緩和されると思います。もちろん腐敗と

いうものは完全に排除することはできないと思い

ます。人類には必ず残るわけですが、民主主義社

会として残るためにはなんとかしなければならな

いと思います。

それから洗濯機が非常に強力な社会に対する影

響を及ぼしたということですが、インターネット

も確かに洗濯機のような影響を日本の社会に対し

て及ぼすことになると思います。そして男女の役

割というものが長年固定していたわけですが、そ

れがまた変わるかもしれません。将来の起業家は
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女性であったりすることも大いにあり得るわけで

す。世代交代と男女の役割の変化によって大きく

技術以上のいろいろなことを実現すると思います。

そしてアメリカ及び日本の社会に対して大きな影

響を与えると思います。

小林：ありがとうございました。これまで進めら

れてきた論議は１日かけても無理という内容のも

ののはずですが、これをわずか２時間でやってし

まった無理もありまして、パネリスト、ライン

ゴールドさんには大変ご迷惑をかけたかと思いま

すし、また皆様方も時間に追われる展開に舌足ら

ずの感を抱かれたのではないかと思います。

結論的なことをいうのは難しいのですが、先ほ

どラインゴールドさんはインターネットに代表さ

れる新しいネットがもたらしたものは「グレーテ

スト・アキュミュレーション・オブ・ナレッジ・

キャピタル・イン・ヒストリー」、歴史上最大の

知的財産の形成・蓄積がなされつつある時代だと

いうことをお話しされました。恐らくインター

ネット上の営みは、私の言葉でいいかれば「人類

のコラボレーション」だと思うわけです。しかし、

インターネットにはそうしたユニバーサリズムの

側面がある一方で、それが固有の社会の中に埋め

込まれて次元になりますと、途端にアメリカ社会

の問題、日本社会の問題というパティキュラリズ

ムの要素がそこに加わってくるわけです。

完全に世界が同質になるということなどあり得

ない中で、日本社会においては、昨今の出来事に

見ますように、金融システム然り、警察システム

然り、全てのサブ・システムが軋みを起こし―

カール・オルフレン氏が言う―「ザ・システム」

そのものが揺らぎ始めているわけです。それは―

私個人からみれば―良い方向に向かった揺らぎで

あって、要するに日本が変わるべくして変わり始

めているというならば、そういうパティキュラー

な環境の中で、このネット社会というものをどう

いう形で、先ほどネットワークはポリティカルだ

というお話がありましたが、良い意味でポリティ

カルに使っていくのか、それは我々１人１人に課

せられているのだろうという、かっこ良いですが、

何か実質があるかどうかわからない締めで終わり

にしたいと思います。どうも長い間ご静聴ありが

とうございました。パネラーの皆さまありがとう

ございました。〈拍手〉
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